
今
月
の
主
な
内
容

C
o
n
te
n
ts 2３44101530

土
曜
夜
市

　

各
商
店
街
振
興
組
合
の
主
催
で
７
月

16
日
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
土
曜
夜
市
。
23

日
に
は
天
神
橋
ア
ー
ケ
ー
ド
（
天
神
橋
と

栄
町
合
同
で
２
週
連
続
）
と
東
下
町
の
２

箇
所
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

ス
ト
リ
ー
ト
ラ
イ
ブ
や
カ
ラ
オ
ケ
大

会
の
歌
声
が
響
く
な
か
、
商
店
街
の
方
々

に
よ
る
ド
リ
ン
ク
、
お
つ
ま
み
コ
ー
ナ
ー

で
の
お
も
て
な
し
や
輪
投
げ
、
射
的
な
ど

を
楽
し
ん
だ
り
と
、
行
き
交
う
家
族
連
れ

ら
は
み
ん
な
笑
顔
。

　

そ
の
ほ
か
ビ
ー
ル
の
早
飲
み
大
会
、
女

性
限
定
尻
相
撲
大
会
な
ど
パ
ワ
フ
ル
な

イ
ベ
ン
ト
も
用
意
さ
れ
、
夜
の
街
中
は
大

い
に
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

一
条
通
（
７
月
30
日
）
や
京
町
（
９
月
３

日
）で
も
行
わ
れ
ま
す
。

し
ま
ん
と
納
涼
花
火
大
会
　

友
好
都
市
サ
ミ
ッ
ト
in
別
海
　
　
　
　
　
　
　

県
下
一
斉
防
災
訓
練

災
害
時
等
緊
急
速
報
サ
ー
ビ
ス
開
始

特
集：

み
ん
な
で
育
て
よ
う 

新
し
い
特
産
品 

上

特
定
健
診
を
受
診
し
ま
し
ょ
う

う
ま
い
ち
や
フ
ェ
ス
タ 

出
展
者
募
集
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◎花火会場⇒具同方面へ

日　時　８月２７日（土）　※雨天順延

場　所　四万十川お祭り広場周辺（赤鉄橋下）

１等 40型デジタルハイビジョン液晶テレビ（10本）

２等 ハイビジョンビデオカメラ（5本）

３等 ドコモスマートフォン（10本）

４等 デジタルカメラ（10本）

５等 自転車（20本）

６等 四万十川観光遊覧船共通乗船券（100本）

恒例のしまんと納涼花火大会を次のとおり開催します。
花火の他にもイベント盛り沢山。ご家族、ご友人お誘い合わせのうえ是非お越しください。
恒例のしまんと納涼花火大会を次のとおり開催します。
花火の他にもイベント盛り沢山。ご家族、ご友人お誘い合わせのうえ是非お越しください。

17:00～17:30　　鮎つかみどり（小学生以下）
17:30～19:00　　ストリートパフォーマンス、土佐中村一條太鼓、書道パフォーマンス他
19:15～19:30　　市民祭パレード表彰式
19:30～20:00　　クジ付協賛券抽選会
20:00～21:00　　しまんと納涼花火大会

※当日は会場周辺で一部交通規制が行われますのでご協力ください。

※臨時駐車場（16:00～22:00）

●物産館サンリバー四万十　●中村南小学校　
●市役所駐車場　●幡多総合庁舎
●フジグラン四万十　●具同小学校　
●マルニ四万十店　●防災センター　●マルナカ四万十店

※当日は会場周辺で一部交通規制が行われますのでご協力ください。

※臨時駐車場（16:00～22:00）

※臨時駐車場　●岩﨑公園内　●百笑町堤防※臨時駐輪場　●岩﨑公園内　●百笑町堤防

●物産館サンリバー四万十　●中村南小学校　
●市役所駐車場　●幡多総合庁舎
●フジグラン四万十　●具同小学校　
●マルニ四万十店　●防災センター　●マルナカ四万十店

花火臨時バス（中村まちバス）運行
８月27日（土）の第７回しまんと納涼花火大会に合わせて、中村まちバ
スの臨時運行を行いますので、ぜひご利用ください。

【運賃（先払い方式）】大人200円、小人100円、幼児無料
前方の扉からご乗車のうえ、運賃を先にお支払いください。

※花火が遅くなった場合は遅らせて発車します。
※帰りの便は満員になった場合、時間より早く
　発車する場合があります。
※花火終了後は、渋滞のため予定通りに運行で
　きない場合があります。

（注1）サンリバー四万十構内にあります。

（注2）中村駅は、まちバス停留所からになります。

（注1）デイズからはデイズまちバス停留所の車線反対側付近からご利用ください。

（注2）フジグラン駐車場を北側（県道側）に出た付近にあります。

高知西南交通株式会社 　 (34)1266問い合わせ先

花火会場へ

花火会場から

◎サンリバー四万十・中村駅 ⇒ 花火会場

◎具同方面 ⇒ 花火会場

停　留　所

サンリバー四万十（注１）

中村駅（注２）

アピアさつき前

大橋通六丁目

中村プリンスホテル前

停　留　所

中村プリンスホテル前

大橋通六丁目

アピアさつき前

中村駅

サンリバー四万十

停　留　所

デイズ前（注１）

高橋（具同駅前）

具同宮前(フジグラン前)（注２）

中村プリンスホテル

①

18:00

18:03

18:06

18:08

18:12

①

18:24

18:25

18:26

18:31

②

18:44

18:45

18:46

18:51

③

19:04

19:05

19:06

19:11

④

19:24

19:25

19:26

19:31

⑤

19:44

19:45

19:46

19:51

②

18:20

18:23

18:26

18:28

18:32

③

18:40

18:43

18:46

18:48

18:52

④

19:00

19:03

19:06

19:08

19:12

⑤

19:20

19:23

19:26

19:28

19:32

⑥

19:40

19:43

19:46

19:48

19:52

⑦

19:50

19:53

19:56

19:58

20:02

①②（注）

20:50

21:00

21:10

21:15

21:25

停　留　所

中村プリンスホテル前

具同宮前（フジグラン前）

高橋（具同駅前）

デイズ前

①

20:55

21:10

21:15

21:17

◎花火会場⇒
　中村駅・サンリバー四万十方面

●土佐くろしお鉄道窪川方面行き上り

　普通列車は、具同駅21:39発です。
●土佐くろしお鉄道宿毛方面行き下り

　普通列車は、具同駅21:48発です。

(注)２台のバスが同じ時刻に出発する予定ですが、
　  １台は満員になり次第出発します。
●土佐くろしお鉄道窪川方面行き上り

　普通列車は、中村駅22:00発です。
●土佐くろしお鉄道宿毛方面行き下り

　普通列車は、中村駅21:44発です。

納涼花火大会クジ付き協賛券 １枚 1,000円　好評発売中

　　　　 ■問い合わせ先

（社）四万十市観光協会　 （35）4171

（市）観光課　　　　　　 （34）1783

平
成
23
年
８
月
号

2



　

７
月
８
日
、
北
海
道
別
海
町
で

第
11
回
友
好
都
市
サ

ミ
ッ
ト
in
別
海

が
開
催
さ
れ
、
田
中
市
長
と
上
岡
副
議

長
が
参
加
し
て
き
ま
し
た
。

　

友
好
都
市
サ
ミ
ッ
ト
は
、
大
阪
府
枚
方
市
と
友
好
都
市

提
携
を
し
て
い
る
四
万
十
市
、沖
縄
県
名
護
市
、別
海
町
の

４
市
町
で
構
成
し
、
持
ち
回
り
で
友
好
交
流
を
行
っ
て
い

る
も
の
。
今
回
は
別
海
町
の
町
制
施
行
40
周
年
に
あ
わ
せ

て
開
催
と
な
っ
た
も
の
で
す
。

　

今
回
の
メ
イ
ン
テ
ー
マ
は
東
日
本
大
震
災
を
受
け
た

「
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
」。

　

４
市
町
が
そ
れ
ぞ
れ
の
防
災
対
策
に
つ
い
て
発
表
し
、

意
見
交
換
。
本
市
は
、
過
去
の
南
海
地
震
の
経
験
や
、
今
後

30
年
以
内
に
お
よ
そ
60
％
の
確
率
で
起
こ
る
と
い
わ
れ
て

い
る
次
の
南
海
地
震
対
策
に
つ
い
て
報
告
を
し
ま
し
た
。

　

４
市
町
は
沖
縄
か
ら
北
海
道
に
ま
た
が
る
地
理
的
条
件

に
あ
り
、広
域
的
な
大
規
模
災
害
が
起
こ
っ
た
さ
い
に
は
、

互
い
に
助
け
合
う
こ
と
を「
サ
ミ
ッ
ト
共
同
宣
言
」に
謳
う

と
と
も
に
、応
援
の
細
目
を
定
め
た「
広
域
的
大
災
害
に
お

け
る
友
好
都
市
間
の
相
互
応
援
協
定
」
に
署
名
。
今
後
、
防

災
担
当
者
を
中
心
に
連
携
を
密
に
し
て
い
く
こ
と
を
確
認

し
ま
し
た
。

　

田
中
市
長
は
、
閉
会
あ
い
さ
つ
で
、「
全
国
的
に
も
ま
れ

に
見
る
広
域
で
の
連
携
は
心
強
い
」
と
期
待
を
述
べ
ま
し

た
。

　

別
海
町
は
１
農
家
平
均
経
営
面
積
10
へ
ク
タ
ー
ル
、
人

口
１
万
６
千
人
の
７
倍
以
上
の
牛
が
い
る
と
い
う
大
規
模

酪
農
の
町
。生
乳
生
産
額
４
０
０
億
円
、農
業
生
産
額
４
７

３
億
円（
平
成
22
年
度
）は
と
も
に
日
本
一
で
す
。

　

牛
乳
加
工
施
設
、酪
農
研
修
牧
場（
新
規
就
農
１
０
０
人

以
上
養
成
）な
ど
を
案
内
し
て
も
ら
い
、北
海
道
が
日
本
の

食
糧
基
地
で
あ
る
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。

　

野
付
半
島
か
ら
は
、
わ
ず
か
16
㎞
と
い
う
至
近
距
離
の

国
後
島
を
望
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

次
回
サ
ミ
ッ
ト
は
、
枚
方
市
と
の
交
流
40
周
年
に
あ
わ

せ
て
、３
年
後
、本
市
で
開
き
ま
す
。

　

市
で
は
、65
歳
以
上
の
高
齢
者
が
、
地
域
で
介
護
予
防
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う

に
、
ふ
れ
あ
い
談
話
室
事
業
を
中
村
地
域
で
56
団
体
、
西
土
佐
地
域
で
19
団
体
に
委
託
し
て

行
っ
て
い
ま
す
。

　

ふ
れ
あ
い
談
話
室
事
業
は
地
域
で
自
立
し
た
日
常
生
活
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
地
域
づ
く

り
を
目
指
し
、居
住
す
る
高
齢
者
が
孤
立
す
る
こ
と
な
く
、健
康
で
生
き
が
い
を
持
っ
て
生
活

で
き
る
よ
う
介
護
予
防
に
取
り
組
ん
で
い
く
活
動
で
す
。保
健
師
に
よ
る
健
康
相
談
や
指
導
、

認
知
症
予
防
、親
睦
活
動
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

７
月
15
日（
金
）、中
央
公
民
館
で
中
村
地
域
の
ふ
れ
あ
い
談
話
室
48
団
体
の
代
表
者
と
会

員
1
0
0
名
ほ
ど
が
参
加
し
て
、今
年
度
１
回
目
の
世
話
人
交
流
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
四
万
十
市
歯
科
保
健
推
進
員
を
中
心
と
し
て「
お
口
の
中
の
健
康
に
つ
い
て
」と
題

し
て
研
修
を
行
い
ま
し
た
。口
の
中
を
き
れ
い
に
す
る
こ
と
は
虫
歯
の
予
防
だ
け
で
な
く
、口

の
中
の
細
菌
の
発
生
を
抑
え
る
こ
と
で
、高
齢
者
の
死
亡
原
因
の
上
位
に
あ
げ
ら
れ
る
誤
嚥

性
肺
炎
を
防
ぐ
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。ま
た
、口
の
周
り
の
筋
肉
や
舌
を
動
か
す
こ
と
で
食
べ

る
力
や
飲
み
込
む
力
を
つ
け
る「
カ
ミ
カ
ミ
体
操
」を
参
加
者
全
員
で
行
い
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
熱
心
に
受
講
さ
れ
て
い
た
の
で
、そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
の
ふ
れ
あ
い
談
話
室
で
実
践

し
て
い
た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
。

　

ま
だ
、地
区
の
ふ
れ
あ
い
談
話
室
に
参
加
さ
れ
た
こ
と
が
な
い
方
は
、ぜ
ひ
一
度
お
出
か
け

し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

■
問
い
合
わ
せ
先
　

（
市
）保
健
介
護
課 

長
寿
介
護
係
　

☎（
3
4
）1
1
6
5

災
害
相
互
応
援
協
定
を
締
結

ふ
れ
あ
い
談
話
室
世
話
人
交
流
会

ふ
れ
あ
い
談
話
室
世
話
人
交
流
会

友
好
都
市
サ
ミ
ッ
ト
in
別
海

ご
え
ん

”

”
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津波地震の揺れから身を守る
 ～地震発生 大事な頭を まず守ろう～

地震の際は、様々な倒壊物や落下物が凶器となります。

県
下
一
斉
防
災
訓
練

県
下
一
斉
防
災
訓
練

災
害
時
等
緊
急
速
報

「
エ
リ
ア
メ
ー
ル
」サ
ー
ビ
ス
開
始
！

災
害
時
等
緊
急
速
報

「
エ
リ
ア
メ
ー
ル
」サ
ー
ビ
ス
開
始
！

〔
■
下
田
・
八
束
地
区 

津
波
避
難
訓
練
〕

　

高
知
県
総
合
防
災
訓
練
（
県
下
一
斉
）
の
一
環

で
、
下
田
・
八
束
地
区
に
お
い
て
津
波
避
難
訓
練

を
行
い
ま
す
。

　

近
い
将
来
必
ず
起
き
る
と
い
わ
れ
て
い
る
南

海
地
震
に
備
え
る
た
め
、市
民
の
皆
さ
ん
の
積
極

的
な
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、
津
波
避
難

訓
練
の
詳
細
な
内
容
は
8
月
中
旬
に
各
戸
配
布

に
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

日
時

　

9
月
4
日（
日
） 　

9
時
〜
11
時(

予
定)

〔
■
自
衛
隊
に
よ
る
災
害
津
波
対
処
訓
練
〕

　

自
衛
隊
の
皆
さ
ん
に
よ
る
東
日
本
大
震
災
の

救
援
・
救
助
活
動
は
皆
さ
ん
も
ご
存
知
で
し
ょ

う
。

　

四
万
十
川
の
河
口
部
で
陸
上
自
衛
隊
善
通
寺

駐
屯
地
第
14
偵
察
隊
に
よ
る
エ
ン
ジ
ン
付
偵
察

用
ボ
ー
ト
3
台
、40
名
で
災
害
津
波
対
処
訓
練
が

行
わ
れ
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
会
場
に
ご
覧
に
お
い
で

く
だ
さ
い
。

日
時
　

　

9
月
3
日（
土
） 　

14
時
〜
17
時

　

9
月
4
日（
日
）
　

7
時
〜
16
時

　

市
で
は
８
月
15
日（
月
）よ
り
災
害
時
等
に
緊
急
速
報
を
流
す
こ
と
が
で
き
る「
エ
リ

ア
メ
ー
ル
」サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
ま
す
。こ
の
サ
ー
ビ
ス
は
、市
内
の
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
の

携
帯
電
話
利
用
者
に
対
し
、一
斉
に
災
害
や
避
難
情
報
を
メ
ー
ル
で
配
信
す
る
サ
ー
ビ

ス
で
、県
内
で
は
高
知
市
、宿
毛
市
、安
芸
市
に
続
い
て
導
入
し
ま
す
。
メ
ー
ル
の
受
信

料
や
月
額
使
用
料
は
無
料
で
す
。

　

な
お
、現
在
こ
の
サ
ー
ビ
ス
は
、携
帯
電
話
事
業
者
の
中
で
、Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
の
み
が

実
施
し
て
い
ま
す
が
、今
後
他
社
で
同
様
の
サ
ー
ビ
ス
が
始
ま
っ
た
場
合
に
は
、導
入

の
検
討
を
し
て
い
き
ま
す
。

■
サ
ー
ビ
ス
の
特
徴

1 

情
報
の
配
信
時
に
市
内
に
い
る
方
へ
配
信

　

情
報
配
信
時
点
で
市
内
に
い
る
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
の
携
帯
電
話
利
用
者
に
対
し
て
配

　

信
さ
れ
ま
す
。特
別
な
配
信
方
法
の
た
め
、市
に
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
伝
え
る
必
要

　

は
あ
り
ま
せ
ん
。

2 

災
害
時
で
も
配
信
可
能

　

ｉ
モ
ー
ド
メ
ー
ル
と
違
い
、多
数
の
携
帯
電
話
に
即
時
配
信
が
可
能
で
す
。ま
た
、災

　

害
時
に
も
回
線
の
混
雑
に
よ
る
影
響
を
受
け
に
く
い
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

3 
複
雑
な
操
作
は
不
要

　

エ
リ
ア
メ
ー
ル
を
受
信
す
る
と
、専
用
着
信
音
と
と
も
に
自
動
的
に
携
帯
電
話
の
画

　

面
に
情
報
が
表
示
さ
れ
ま
す
。

■
配
信
情
報

①
避
難
準
備
情
報 
②
避
難
勧
告 

③
避
難
指
示 

④
警
戒
区
域
情
報 

⑤
津
波
警
報 

⑥
大

津
波
警
報 

⑦
指
定
河
川
洪
水
警
報 

⑧
土
砂
災
害
警
戒
情
報 

⑨
弾
道
ミ
サ
イ
ル
情
報

⑩
航
空
攻
撃
情
報 
⑪
ゲ
リ
ラ
・
特
殊
部
隊
攻
撃
情
報 

⑫
大
規
模
テ
ロ
情
報

※
情
報
は
四
万
十
市
災
害
対
策
本
部
よ
り
、災
害
対
象
地
域
の
規
模
等
を
考
慮
し
て
発

　

信
し
ま
す
。

■
利
用
方
法

　

対
応
し
て
い
る
携
帯
電
話
の「
メ
ー
ル
」⇒

「
エ
リ
ア
メ
ー
ル
設
定
」に
よ
り
受
信
設

定
を
行
う
だ
け
で
利
用
で
き
ま
す
。

　

な
お
、平
成
20
年
11
月
以
降
に
発
売
さ
れ
た
機
種
は
、購
入
時
に
あ
ら
か
じ
め
受
信

設
定
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

※
機
種
に
よ
っ
て
は
エ
リ
ア
メ
ー
ル
に
対
応
し
て
い
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

■
対
応
機
種
お
よ
び
操
作
方
法

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
、
ま
た
は
お
近
く
の
ド
コ
モ

シ
ョ
ッ
プ
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
携
帯
電
話
か
ら
は
…

   

☎
1
5
1（
通
話
料
無
料
）

○
一
般
固
定
電
話
か
ら
は
…

   

☎
0
1
2
0-

8
0
0-

0
0
0（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

■
注
意

　

近
隣
市
町
村
で
も
エ
リ
ア
メ
ー
ル
サ
ー
ビ
ス
を
導
入
、ま
た
は
導
入
の
検
討
を
し
て

い
る
市
町
村
が
あ
り
ま
す
の
で
、導
入
後
は
市
境
付
近
で
は
他
の
市
町
村
の
情
報
を
受

信
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

《家の中にいたら》
丈夫なテーブルや机の下にもぐる。

■このページについての問い合わせ先　（本庁）総務課 防災対策係　☎（35）2044

○歩道橋や橋を渡っていたら
近い方の端へ走って、橋の上にはいないようにしましょう。動けないときは、橋から放り出されないように、姿勢を低くし
欄干につかまります。

○ 街中を歩いていたら
建物の近くを歩いているときは、ガラス窓、看板などの落下物に注意し、持ち物で頭をカバーし、身を守れる場所に逃げ
ます。

○山の中にいたら
がけの上や下から離れましょう。

○海や川の近くにいたら
津波を警戒し、すぐに海や川のそばを離れ、高台を目指して逃げましょう。

《外にいたら》
落下物に注意し、頭をカバーし安全な場所へ逃げる。

非常口

平
成
23
年
８
月
号

4



　

西
土
佐
総
合
支
所
庁
舎
建
設
の
計
画
等
に

幅
広
く
市
民
の
意
見
を
反
映
す
る
た
め
、関
係

団
体
を
中
心
に
市
民
16
名
で
組
織
す
る
庁
舎

建
設
検
討
懇
談
会
が
発
足
し
、第
1
回
目
の
会

議
を
7
月
15
日
、西
土
佐
総
合
支
所
で
開
催
し

ま
し
た
。

　

今
回
は
、主
に
建
設
構
想
案
に
つ
い
て
説
明

と
意
見
交
換
を
行
い
、総
合
支
所
と
消
防
分
署

庁
舎
の
現
位
置
で
の
合
築
に
向
け
て
、基
本
的

な
方
向
性
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
今
年
度
策
定
す
る
基
本
計
画
・
設

計
な
ど
、よ
り
具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て
ご
意

見
を
い
た
だ
き
、西
土
佐
地
域
ひ
い
て
は
四
万

十
川
中
流
域
の
拠
点
と
し
て
、周
辺
と
一
体
と

な
っ
た
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
が
る
よ
う
な
庁

舎
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
中
に
５
回
程
度
の
協
議
を
行
う
予

定
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

（
総
合
支
所
）地
域
企
画
課 

支
所
庁
舎
建
設
係

☎（
5
2
）1
1
1
1

西
土
佐
総
合
支
所
・
消
防
分
署

庁
舎
建
設
検
討
懇
談
会
発
足

　

議
案
に
関
連
す
る
説
明
を
い
た
し
ま
す

前
に
、７
月
12
日
、
記
者
発
表
を
し
て
、
既

に
新
聞
等
で
報
道
さ
れ
ま
し
た
、
本
市
職

員
に
よ
る
公
金
横
領
等
の
不
祥
事
に
つ
い

て
、ご
報
告
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

こ
の
度
、
本
市
が
事
務
局
を
担
当
し
、
会

計
を
管
理
し
て
い
ま
す
外
部
組
織
の
４
団

体
に
つ
い
て
、
本
市
企
画
広
報
課
職
員
に

よ
る
公
金
の
横
領
、
公
用
文
書
の
偽
造
及

び
毀
棄
が
判
明
い
た
し
ま
し
た
。

　

当
該
団
体
は
、
土
佐
く
ろ
し
お
鉄
道
中

村
・
宿
毛
線
運
営
協
議
会
、
枚
方
市
・
四
万

十
市
友
好
都
市
推
進
協
議
会
、
高
知
西
南

地
域
公
共
交
通
協
議
会
、
中
村
駅
ま
つ
り

実
行
委
員
会
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
関
係
市

町
村
並
び
に
関
係
団
体
か
ら
の
負
担
金
或

い
は
会
費
、
ま
た
団
体
に
よ
っ
て
は
国
庫

補
助
金
に
よ
っ
て
運
営
が
行
わ
れ
て
お

り
、
関
係
市
町
村
の
住
民
の
方
か
ら
の
税

金
や
、
各
種
団
体
の
ご
厚
意
に
よ
る
資
金

の
負
担
等
が
そ
の
原
資
と
な
っ
て
い
る
も

の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
調
査
で
判
明
し
た
横
領
額

の
総
計
は
、１
，7
2
3
，7
9
7
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。
不
正
流
用
期
間
中
に
５

０
２
，５
０
０
円
を
戻
し
入
れ
し
て
い
ま

す
の
で
、
実
害
は
１
，2
2
1
，2
9
7
円

で
す
。

　

発
覚
の
発
端
は
、
本
人
が
６
月
27
日
の

午
後
、
欠
勤
し
た
こ
と
か
ら
、
翌
日
に
上
司

が
自
宅
を
訪
ね
欠
勤
の
理
由
を
尋
ね
た
と

こ
ろ
、告
白
を
し
た
も
の
で
す
。

　

不
正
行
為
を
始
め
た
の
は
平
成
20
年
４

月
で
あ
り
、
以
後
、
土
佐
く
ろ
し
お
鉄
道
中

村
・
宿
毛
線
運
営
協
議
会
の
預
金
口
座
か

ら
不
正
な
引
き
出
し
を
繰
り
返
し
、
会
計

監
査
に
つ
い
て
は
、
関
係
書
類
を
偽
造
等

し
、
受
け
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
他
の
協
議

会
、
委
員
会
に
つ
い
て
も
、
使
途
不
明
金
や

未
収
金
を
発
生
さ
せ
て
お
り
ま
す
。
横
領

し
た
金
額
の
ほ
と
ん
ど
は
遊
興
費
に
使
っ

て
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
、
土
佐
く
ろ
し
お
鉄
道
中

村
・
宿
毛
線
運
営
協
議
会
で
は
、
臨
時
総
会

を
７
月
25
日
に
開
催
し
、
構
成
す
る
７
か

市
町
村
等
で
協
議
し
た
結
果
、
刑
事
告
訴

を
行
う
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。
　

　

全
体
の
奉
仕
者
と
し
て
誠
実
か
つ
公
正

に
職
務
を
全
う
し
、
法
を
守
り
市
民
の
模

範
と
な
る
べ
き
職
員
が
こ
の
よ
う
な
不
祥

事
を
引
き
起
こ
し
た
こ
と
は
、
公
務
員
と

し
て
あ
る
ま
じ
き
言
語
道
断
の
行
為
で
あ

り
、
関
係
者
の
皆
さ
ま
を
は
じ
め
、
市
民
の

皆
さ
ま
に
多
大
な
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
、

信
頼
を
裏
切
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
こ
と

を
、深
く
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
も
、
全
職
員
に
対
し
ま
し
て
、

機
会
あ
る
ご
と
に
、
公
務
員
倫
理
の
確
立
、

任
意
団
体
の
事
務
を
担
当
す
る
場
合
の
事

務
及
び
会
計
取
扱
要
領
を
周
知
し
、
外
郭

団
体
に
お
け
る
事
務
執
行
の
適
正
化
に
つ

い
て
、
指
導
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
十
分

に
浸
透
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ず
、
誠
に
申

し
訳
な
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
件
で
、７
月
12
日
付
け
で
、
不
正
に

か
か
わ
っ
た
企
画
広
報
課
企
画
調
整
係
長

を
懲
戒
免
職
と
す
る
一
方
、
管
理
監
督
責

任
者
で
あ
る
担
当
課
長
な
ど
２
名
を
減
給

処
分
に
い
た
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
不
祥
事
に
対
す
る
全
体
の
管
理

責
任
者
で
あ
る
私
自
身
と
副
市
長
に
つ
い

て
は
、
給
料
月
額
を
減
額
す
る
条
例
を
今

臨
時
会
に
提
案
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　

今
後
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
二
度
と
起

こ
ら
な
い
よ
う
に
、「
任
意
団
体
の
会
計
事

務
の
改
善
」
と
し
ま
し
て
、
①
緊
急
に
任
意

団
体
の
会
計
処
理
の
実
態
調
査
、
②
印
鑑

と
通
帳
の
別
管
理
の
徹
底
、
③
任
意
団
体

の
差
引
事
務
の
課
内
審
査
を
強
化
す
る
、

こ
と
と
し
、
ま
た
、「
組
織
的
な
対
応
」
と
し

ま
し
て
、
①
職
員
研
修
の
強
化
（
自
前
研

修
）
、
②
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
（
報
告
、
連
絡
、
相

談
）
の
徹
底
、
③
事
務
事
業
の
ヒ
ア
リ
ン

グ
、
④
職
員
配
置
・
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
の
考

慮
、
⑤
事
務
引
継
の
改
善
な
ど
、
管
理
職
以

下
職
員
全
員
に
対
す
る
服
務
指
導
を
徹
底

す
る
こ
と
に
よ
り
、
公
務
員
倫
理
の
確
立

に
努
め
、
一
日
も
早
く
市
民
の
皆
さ
ま
を

は
じ
め
、
関
係
市
町
村
等
の
皆
さ
ま
の
信

頼
を
回
復
で
き
る
よ
う
、
全
力
を
傾
注
し

て
ま
い
る
所
存
で
す
。

　

な
お
、
今
回
横
領
し
た
金
額
は
本
人
が

全
額
弁
済
し
た
こ
と
を
、７
月
７
日
に
確

認
を
し
て
お
り
ま
す
。

　

改
め
て
こ
こ
に
、
関
係
者
の
皆
さ
ま
、
市

民
の
皆
さ
ま
に
深
く
お
詫
び
申
し
上
げ
ま

す
。

平
成
23
年
度
第
１
回

市
議
会
臨
時
会
（
７
月
28
日
）

市
長
提
案
理
由
説
明（
抜
粋
）

き 

き

平
成
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年
８
月
号
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７
月
９
、
10
日
、
東
北
被
災
地
を
視
察
し
て

き
ま
し
た
。（
総
務
課
防
災
対
策
係
山
崎
係
長
、

正
岡
主
事
同
行
）

気
仙
沼
、陸
前
高
田
、南
三
陸

　

最
初
に
仙
台
空
港
か
ら
宮
城
県
気
仙
沼
市

へ
。レ
ン
タ
カ
ー
で
東
北
自
動
車
道
一
関
イ
ン

タ
ー
経
由
、２
時
間
半
。

　

四
万
十
市
ふ
る
さ
と
応
援
団
員
、小
野
寺
太

一
さ
ん
（
四
万
十
川
ウ
ル
ト
ラ
マ
ラ
ソ
ン
、
２

０
０
７
年
優
勝
者
）
と
合
流
。
お
父
さ
ん
も
一

緒
の
案
内
を
受
け
る
。

　

小
野
寺
さ
ん
の
住
宅
は
高
台
に
あ
っ
た
が
、

港
の
そ
ば
の
お
父
さ
ん
の
事
務
所
は
流
失
。家

族
は
全
員
無
事
だ
っ
た
が
、漁
業
の
伯
父
さ
ん

が
船
ご
と
犠
牲
に
な
ら
れ
た
。

　

港
近
く
に
集
中
す
る
市
街
地
は
、石
油
タ
ン

ク
か
ら
流
出
し
た
油
に
よ
る
火
災
で
、空
襲
を

受
け
た
跡
の
よ
う
な
黒
焦
げ
残
骸
の
山
。船
も

打
ち
上
げ
ら
れ
た
ま
ま
残
さ
れ
て
い
た
。

　

半
島
の
一
山
を
北
に
越
え
る
と
、隣
の
岩
手

県
陸
前
高
田
市
。
町
が
そ
っ
く
り
消
え
て
い

た
。景
勝
高
田
松
原
で
一
本
だ
け
残
っ
た
松
も

枯
れ
か
け
て
い
た
。町
そ
の
も
の
を
高
台
移
転

さ
せ
る
か
、基
本
的
な
こ
と
が
決
ま
ら
な
い
と

手
が
つ
け
ら
れ
な
い
の
で
は
。

　

翌
日
は
、単
独
で
海
岸
沿
い
の
国
道
45
号
を

南
下
。
沿
岸
の
集
落
は
大
小
問
わ
ず
全
滅
。
Ｊ

Ｒ
気
仙
沼
線
の
レ
ー
ル
、
橋
も
跡
か
た
な
く
、

目
を
覆
う
光
景
が
続
く
。
大
谷
、
歌
津
を
経
て

南
三
陸
町
の
中
心
部
志
津
川
へ
。陸
前
高
田
と

同
じ
く
、町
が
な
く
な
っ
て
い
た
。
　

　

志
津
川
高
校
の
避
難
所
を
訪
問
。仮
設
住
宅

も
で
き
て
い
た
が
、入
居
を
め
ぐ
っ
て
の
む
ず

か
し
い
実
情
な
ど
を
聞
い
た
。

　

急
ぎ
、
視
察
の
最
大
の
目
的
地
、
石
巻
市
旧

北
上
町
、旧
河
北
町
の
新
北
上
川
下
流
域
へ
向

か
う
。

北
上
川
下
流
域
―
四
万
十
川
そ
っ
く
り

　

北
上
川
は
全
長
２
４
９
㎞
で
全
国
４
位
。昭

和
９
年
、
治
水
工
事
で
旧
北
上
川
と
分
流
さ

せ
、両
岸
に
山
が
迫
り
な
が
ら
の
ゆ
っ
た
り
と

し
た
流
れ
は
、四
万
十
川
の
下
流
域
そ
っ
く
り

だ
が
、
修
復
中
の
河
口
防
波
堤
に
立
つ
と
、
四

万
十
川
よ
り
も
河
口
部
は
ず
い
ぶ
ん
と
広
い
。

　

河
口
部
左
岸
の
吉
浜
地
区（
下
田
と
同
じ
位

置
）
は
津
波
の
直
撃
を
受
け
、
市
支
所
兼
公
民

館
、吉
浜
小
学
校
は
無
惨
な
姿
に
。

　

津
波
の
遡
上
は
上
流
50
㎞
、堤
防
決
壊
に
よ

る
堤
内
浸
水
は
12
㎞
ま
で
。四
万
十
川
で
い
え

ば
、
そ
れ
ぞ
れ
江
川
﨑
、
入
田
桜
堤
、
岩
田
（
後

川
）あ
た
り
だ
か
ら
も
の
す
ご
い
。

　

北
上
川
に
は
、
両
岸
に
竹
島
川
、
深
木
川
と

同
じ
よ
う
な
支
流
が
あ
り
、と
も
に
水
門
付
近

か
ら
堤
防
が
１
㎞
、
４
㎞
に
わ
た
っ
て
決
壊
。

山
の
張
り
出
し
が
少
し
違
う
の
で
、四
万
十
川

で
い
え
ば
下
田
側
は
河
口
か
ら
竹
島
、
井
沢
、

八
束
側
は
実
崎
、
山
路
あ
た
り
ま
で
、
堤
防
の

な
い
不
破
、角
崎
も
浸
水
し
た
こ
と
に
な
る
。

　

上
流
４
㎞
の
位
置
に
新
北
上
川
大
橋（
全
長

５
６
６
ｍ
）
が
あ
る
が
、
橋
げ
た
３
分
の
１
が

流
さ
れ
、橋
の
上
流
５
０
０
ｍ
の
と
こ
ろ
に
残

骸
を
さ
ら
し
て
い
た
。橋
は
四
万
十
川
大
橋
と

同
じ
位
置
で
あ
り
、右
岸
た
も
と
に
は
全
校
生

徒
の
７
割
、
84
人
（
教
職
員
含
む
）
が
犠
牲
と

な
っ
た
大
川
小
学
校
が
あ
っ
た
が
、そ
こ
は
八

束
小
学
校
、保
育
園
の
位
置
そ
の
も
の
で
あ
っ

た
。

東
北
被
災
地
視
察
報
告

川
を
の
み
込
む
大
津
波

　

北
上
川
　

堤
防
内
12
㎞
浸
水

北上川河口（左岸、防波堤復旧中）

新北上川大橋流出　　右岸上流4㎞

右岸堤防内　　上流２㎞

右岸堤防決壊　　上流４～８㎞(復旧中)
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6
月
16
日
〜
7
月
15
日

６
月
16
日
　

６
月
議
会（
〜
27
日
）

　
　

18
日
　

集
落
再
生
事
業
講
演
会（
や
ね
だ
ん
）

　
　

19
日
　

市
旅
館
組
合
総
会
後
懇
親
会

　
　

21
日
　

中
村
商
工
会
議
所
総
会
後
懇
親
会

　
　

23
日
　

具
同
区
長
要
望
受

　
　

24
日
　

幡
多
中
央
消
防
春
季
定
例
役
員
会（
黒
潮
町
）

　
　

25
日
　

幸
徳
秋
水
を
顕
彰
す
る
会
総
会

　
　

26
日
　

東
富
山
を
守
る
会
総
会

　
　

28
日
　

J
A
高
知
は
た
総
代
会

　
　
　
　
　

山
本
広
明
県
議
葬
儀（
黒
潮
町
）

　
　

29
日
　

西
土
佐
・
松
野
線
改
良
期
成
同
盟
会
総
会

　
　

30
日
　

西
土
佐
せ
せ
ら
ぎ
老
人
ク
ラ
ブ
と
の
懇
談

　
　
　
　
　

民
生
委
員
推
薦
会

　
　
　
　
　

ト
ン
ボ
フ
レ
ー
ム
切
手
受
領
式

７
月
１
日
　

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
出
発
式

　
　
　
　
　

S
B
S
ソ
ウ
ル
放
送
幸
徳
秋
水
取
材

　
　
　
　
　

西
南
大
規
模
公
園
建
設
同
盟
会
総
会（
黒
潮
町
）

　
　

２
日
　

ホ
ビ
ー
ト
レ
イ
ン
完
成
披
露
式（
窪
川
）

　
　
　
　
　

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
せ
い
き
ょ
う
開
所
祝
賀
会

　
　
　
　
　

樋
口
真
吉
伝
出
版
記
念
祝
賀
会

　
　

４
日
　

教
育
委
員
辞
令
交
付
式

　
　
　
　
　

入
田
地
区
要
望
受

　
　
　
　
　

八
束
地
区
区
長
会
要
望
受

　
　
　
　
　

幡
多
建
築
協
同
組
合
要
望
受

　
　
　
　
　

渡
川
水
系
水
防
連
絡
会

　
　

５
日
　

県
と
産
業
振
興
計
画
協
議

　
　
　
　
　

災
害
避
難
場
所
現
地
調
査

　
　
　
　
　

不
破
・
角
崎
地
区
要
望
受

　
　
　
　
　

福
岡
県
観
光
団
表
敬
訪
問
受

　
　

６
日
　

深
木
地
区
要
望
受

　
　
　
　
　

蕨
岡
区
長
会
要
望
受

　
　
　
　
　

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
辞
令
交
付
式

　
　

７
日
　

友
好
都
市
サ
ミ
ッ
ト（
北
海
道
別
海
町
）（
〜
８
日
）

　
　

９
日
　

東
北
被
災
地
視
察（
宮
城
、岩
手
県
）（
〜
10
日
）

　
　

12
日
　

記
者
発
表（
職
員
不
祥
事
）

      

13
日
　

行
政
連
絡
会
議（
同
）

　
　

14
日
　

土
佐
清
水
市
夏
季
大
学（
南
海
地
震
対
策
）

　
　

15
日
　

支
所
・
消
防
分
署
建
設
検
討
懇
談
会

　

大
川
小
学
校
前
で
両
親
を
亡
く
し
た
男
性

（
56
歳
）の
話
を
聞
い
た
が
、過
去
の
地
震
で
は

こ
の
あ
た
り
ま
で
津
波
が
来
た
こ
と
が
な
く
、

市
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
も
浸
水
地
域
に
入

っ
て
い
な
か
っ
た
。す
ぐ
山
が
あ
り
な
が
ら
避

難
場
所
も
決
ま
っ
て
な
く
、避
難
訓
練
も
し
た

こ
と
が
な
か
っ
た
。津
波
が
川
を
遡
っ
て
く
る

の
を
見
て
か
ら
逃
げ
た
が
、大
半
の
人
は
間
に

合
わ
な
か
っ
た
と
い
う
。

　

地
震
後
４
か
月
な
の
で
、堤
防
や
防
波
堤
の

復
旧
は
か
な
り
進
ん
で
い
た
。
し
か
し
、
流
域

で
は
約
１
ｍ
地
盤
沈
下
し
た
こ
と
も
あ
り
、堤

内
に
越
流
し
た
水
は
ポ
ン
プ
車
を
総
動
員
し

て
排
水
を
し
た
も
の
の
、河
口
付
近
の
水
田
は

い
ま
で
も
冠
水
し
た
ま
ま
。住
宅
の
復
旧
は
ま

だ
こ
れ
か
ら
と
い
う
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。

過
去
の
経
験
は
禍
と
な
る

　

今
回
の
地
震
に
共
通
を
し
て
い
る
の
は
、経

験
が
禍
を
し
た
こ
と
。過
去
の
三
陸
沖
地
震
や

チ
リ
地
震
で
は
来
な
か
っ
た
と
い
う
高
さ
に

ま
で
、津
波
が
押
し
寄
せ
た
。

　

北
上
川
と
四
万
十
川
の
下
流
の
地
形
は
よ

く
似
て
い
る
。１
９
４
６
年
の
南
海
地
震
で
は

大
き
な
津
波
は
来
な
か
っ
た
が
、今
回
ま
ざ
ま

ざ
と
見
せ
つ
け
ら
れ
た
よ
う
に
、大
地
震
で
は

津
波
は
川
を
押
し
上
げ
て
来
る
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
を
肝
に
銘
じ
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

　

事
実
、１
７
０
７
年
の
宝
永
地
震
で
は
、「
下

田
、亡
所
、潮
は
山
迄
、山
際
に
屋
具
ば
か
り
残

る
。
初
崎
、
潮
は
山
迄
、
一
木
一
草
残
ナ
シ
」

（「
谷
陵
記
」）と
記
録
さ
れ
て
い
る
。

　

堤
防
や
橋
は
洪
水
を
想
定
し
て
設
計
さ
れ

て
い
る
た
め
、
津
波
に
は
弱
い
。
新
北
上
川
大

橋
は
、下
か
ら
持
ち
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
浮
き

あ
が
っ
て
か
ら
、ね
じ
れ
る
よ
う
に
流
さ
れ
て

い
た
。

　

四
万
十
川
の
堤
防
は
、北
上
川
の
堤
防
と
比

較
す
る
と
高
く
設
計
は
さ
れ
て
い
る
が
、現
地

調
達
の
河
床
土
等
を
多
く
用
い
て
い
る
ほ
か
、

か
さ
上
げ
、拡
幅
が
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
堤
防
の
強
度
、
安
全
性
は
万
全
と
は
い

え
な
い
。

　

ま
た
、地
震
で
堤
防
に
ひ
び
が
入
る
だ
け
で

な
く
、
地
盤
沈
下
や
液
状
化
に
よ
り
、
堤
防
が

沈
下
す
る
な
ど
し
て
、繰
り
返
し
押
し
寄
せ
る

津
波
で
押
し
上
げ
ら
れ
た
水
が
堤
内
に
侵
入

す
る
と
い
う
二
次
被
害
の
危
険
性
は
十
分
に

あ
る
。中
村
、具
同
、古
津
賀
あ
た
り
が
そ
う
し

た
箇
所
で
あ
る
。

　

次
の
南
海
地
震
で
は
、本
市
か
ら
は
一
人
の

犠
牲
者
も
出
し
て
は
な
ら
な
い
。そ
の
た
め
に

も
、海
岸
部
の
下
田
、名
鹿
、初
崎
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、こ
れ
ま
で
の
経
験
か
ら
油
断
が
あ
る

と
み
ら
れ
る
四
万
十
川
沿
い
の
津
波
対
策
も
、

し
っ
か
り
と
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

川
を
も
、の
み
込
む
の
が
津
波
で
す
。

市
長
日
誌

大川小学校　　右岸上流４㎞

北上川下流域　　震災前（航空写真）

わ
ざ
わ
い

同震災後　　浸水範囲

4㎞
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野
生
動
物
に
よ
る
被
害
は
、市
内
に
お
い
て
も
広
範
囲
で
確
認
さ
れ
て
い
ま

す
。そ
の
中
で
も
、サ
ル
に
つ
い
て
は
一
団
の
グ
ル
ー
プ（
群
れ
）で
生
活
を
す

る
こ
と
が
多
く
、一
度
狙
わ
れ
る
と
農
作
物
等
の
被
害
は
大
変
大
き
な
も
の
と

な
り
ま
す
。今
回
は
、そ
ん
な
サ
ル
被
害
対
策
の
方
法
を
紹
介
し
ま
す
。

■
エ
サ
付
け
防
止

　

被
害
の
原
因
は
、集
落
内
の「
エ
サ
」に
集
ま
っ
て
く
る
た
め
で
す
。エ
サ
は

大
き
く
分
け
て
2
種
類
あ
り
ま
す
。

●
食
べ
る
と
人
間
に
怒
ら
れ
る
エ
サ（
田
畑
、家
庭
菜
園
等
）

●
食
べ
て
も
人
間
に
怒
ら
れ
な
い
エ
サ（
未
収
穫
の
果
樹
、生
ゴ
ミ
、お
供
え
物
、

稲
刈
後
の
雑
草
・
ヒ
コ
バ
エ
等
）

　

こ
の
中
で
重
要
な
の
が
、
食
べ
て
も
人
間
に
怒
ら
れ
な
い
エ
サ
で
す
。
こ
れ

を
放
置
し
て
お
く
と「
人
慣
れ
」も
進
み
、野
生
動
物
を
集
落
に
引
き
寄
せ
る
大

き
な
原
因
に
な
る
た
め
、
注
意
が
必
要
で
す
。
皆
さ
ん
の
周
り
で
思
い
当
た
る

節
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

と
に
か
く
こ
の
問
題
は
、自
分
た
ち
の
集
落
を
野
生
動
物
の
エ
サ
場
に
し
な

い
よ
う
に
、集
落
全
体
で
取
り
組
む
こ
と
が
重
要
で
す
。

■
囲
い
と
追
い
払
い

　

防
護
柵
の
設
置
は
分
か
り
や
す
い
被
害
防
止
対
策
で
す
。サ
ル
に
つ
い
て
は
、

ネ
ッ
ト
や
電
気
柵
が
有
効
で
す
。
追
い
払
い
に
つ
い
て
は
、
集
落
全
体
で
の
取

り
組
み
が
重
要
と
な
り
ま
す
。人
に
慣
れ
て
し
ま
い
頻
繁
に
集
落
に
下
り
て
こ

な
い
よ
う
に
す
る
た
め
に
も
、ロ
ケ
ッ
ト
花
火
等
で
の
脅
し
が
必
要
に
な
り
ま

す
。

■
捕
獲

　

野
生
鳥
獣
を
捕
獲
す
る
た
め
に
は
狩
猟
免
許
が
必
要
で
す
。免
許
を
お
持
ち

で
な
い
方
は
、免
許
を
取
得
し
て
い
た
だ
く
か
、お
近
く
の
猟
友
会
員
、本
庁
林

業
課
ま
た
は
支
所
林
業
分
室
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
鳥
獣
害
防
止
対
策
に
つ
い
て

　

市
で
は
、野
生
鳥
獣
に
よ
る
農
林
業
被
害
を
防
止
す
る
た
め
の
補
助
制
度
を

設
け
て
い
ま
す
。詳
し
く
は
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

（
本
　
　

庁
）林
業
課
　
　
　
　
　

0（
３
４
）１
１
１
８

（
総
合
支
所
）西
土
佐
林
業
分
室
　

0（
５
２
）１
１
１
１

サル被害から暮らしを守る対策サル被害から暮らしを守る対策

狩猟免許試験狩猟免許試験

　
　
　
　
　
　
　

初
心
者：

5
2
0
0
円
、一
部
免
除
者：

3
9
0
0
円

　
　
　
　
　
　
　

県
庁
鳥
獣
対
策
課
、中
村
地
区
猟
友
会
、本
庁
林
業
課
、支
所
林
業
分
室

　
　
　
　
　
　
　

各
試
験
実
施
日
の
10
日
前
ま
で
に
必
着
す
る
よ
う
持
参
ま
た
は
郵
送

　
　
　
　
　
　
　

〒
7
8
0-

8
5
7
0
　

高
知
市
丸
の
内
1-

2-

20

　
　
　
　
　
　
　

高
知
県 

文
化
生
活
部 

鳥
獣
対
策
課 

☎
0
8
8(

8
2
3)

9
0
3
9

　
　
　
　
　
　
　

高
知
県
猟
友
会(

☎
0
8
8(

8
2
3)

1
0
3
6)

主
催
の
予
備
講
習
会

　
　
　
　
　
　
　

が
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

詳
し
い
内
容
は
、左
記
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
 

　
　
　
　
　
　
　

（
高
知
県
庁
鳥
獣
対
策
課
Ｈ
Ｐ
）

　
　
　
　
　
　
　

h
ttp
://w

w
w
.p
re
f.k
o
ch
i.lg
.jp
/so
sh
ik
i/1
4
1
0
0
1
/

【

受

験

料

】

【
申
請
書
配
布
場
所
】

【

申

請

方

法

】

【
申
請
及
び
問
い
合
わ
せ
先
】

【

そ

の

他

】

会
　
　

場

日
　
　

時

８
月
24
日（
水
）

午
前
10
時

８
月
25
日（
木
）

午
前
10
時

12
月
実
施
予
定

※
９
月
頃
日
程
発
表
の
予
定

試
験
を
行
う

免
許
の
種
類

第
一
種
銃
猟

第
二
種
銃
猟

わ
な
猟

わ
な
猟

中
村
地
区
建
設
協
同
組
合
会
館

（
四
万
十
市
右
山
元
町
3-

3-

26
）

中
村
地
区
建
設
協
同
組
合
会
館

(
予
定)

■
日
程
表

　

今
年
度
も
、次
の
と
お
り
四
万
十
市
内
に
て
狩
猟
免
許
試
験
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

シ
カ
や
イ
ノ
シ
シ
な
ど
の
被
害
に
お
困
り
の
農
林
業
に
携
わ
る
皆
さ
ま
を
は
じ
め
、た
く
さ

ん
の
方
々
の
受
験
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

平
成
23
年
８
月
号
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耕作放棄地の
解消を支援します
耕作放棄地再生利用緊急対策（国）

耕 作 放 棄 地 解 消 推 進 事 業（ 県 ）

平成２３年度の実施にあたり

を募集します！

＜応募内容＞（様式は問いません） ＜主な支援内容＞

募集期間：９月３０日まで

農地所有者耕作放棄地を解消
してほしい

○「農地所有者」：どこの農地（場所）をどれだけ（面積）解

消してもらいたいか

○「再生活動主体」：どこの地区（場所）をどれだけ（面積）

解消できるか

○「耕作者」：どこの農地（場所）でどれだけ（面積）、どんな

営農（水稲、露地、施設）を行いたいか

＜主な要件＞

・耕作者は再生作業後、最低でも5年間は営農を継続する必要があります。

・農地所有者とは別の方が再生作業を行い、営農することが要件です。

・再生対象農地は農振農用地区域内の農地であることが要件です。

・農地所有者による再生作業及び農振農用地区域外での再生について、再生後の営農作物が農業者戸別所得補償

　制度の戦略作物等である場合は事業対象になる場合もあります。詳しくは下記までお問い合わせください。

●問い合わせ先●
四万十市担い手育成総合支援協議会事務局
（本庁）農業課 0（34）1117  （総合支所）産業建設課 0（52）1111

＜取り組み例＞

10aの耕作放棄地を
解消し、経費に12万円
を要した場合。

○再生作業　12万円

国補助金5万円

県補助金7万円

(経費12万-国補助5万)

草刈り・障害物除去・深耕・整地等の再生作業に対
する経費に対し、下記補助率の支援を行います。

国補助分：5万円/10a　または　作業経費の1/2

県補助金：国補助金残額に対し、認定農業者は全額、
認定農業者でない場合は1/2補助（取り
組み例参照）

再生活動主体耕作放棄地を
解消したい

耕　作　者解消した農地での

再
生
活
動
主
体
と

耕
作
者
は
同
一
で

も
か
ま
い
ま
せ
ん

耕　作　者

再生活動主体

再生活動主体農地所有者 国

※本事業は、「再生活動主体」「農地所有者」「耕作者」3者

の連携が必要となりますので、希望にお応えできな

い場合もあります。

同意
整備

耕作

支援

貸借 支援

事業イメージ

再生活動主体が
認定農業者の場合

○再生作業　7.5万円

国補助金5万円

県補助金3.5万円

(経費12万-国補助5万)×1/2

再生活動主体が
認定農業者でない場合

平
成
23
年
８
月
号
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市
で
は
、
農
林
水
産
業
者
と
商
工
業

者
が
、
お
互
い
の
強
み
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を

持
ち
寄
り
、
新
し
い
商
品
開
発
や
販
路

拡
大
な
ど
を
行
う
「
農
商
工
連
携
」
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
対
し
て
積
極
的
に

支
援
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
22
年
７
月
か
ら
進
め
て
き
た

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
４
つ
の
新
商

品
が
誕
生
し
ま
し
た
。
い
ず
れ
の
商
品

も
地
域
の
皆
様
に
し
っ
か
り
と
認
知

さ
れ
、
消
費
し
て
い
た
だ
き
、
愛
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
さ
ら
に
取
組
み
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

　

今
回
は
、「
か
り
ん
と
う
」
と
「
ぶ

し
ゅ
か
ん
加
工
品
」
に
つ
い
て
詳
し
く

紹
介
し
ま
す
。

か
り
ん
と
う

〔
事
業
主
体
〕

　

有
限
責
任
事
業
組
合 

Ｌ
Ｌ
Ｐ
し
ま
ん
と

　

市
内
産
の
規
格
外
野
菜
な
ど
を
加
工
し
、
付
加
価
値
を
つ
け

て
販
売
し
た
い
。地
元
農
家
の
所
得
向
上
に
少
し
で
も
貢
献
で

き
る
商
品
を
開
発
し
た
い
。

　

そ
こ
で
目
を
つ
け
た
の
が
か
り
ん
と
う
。
か
り
ん
と
う
は
商

品
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
豊
富
で
少
量
多
品
目
生
産
の
本
市
の

農
業
形
態
に
適
し
た
商
品
で
す
。

■
商
品
コ
ン
セ
プ
ト

　

『
四
万
十
川
流
域
で
育
ま
れ
た
こ
だ
わ
り
の
素
材
を
生
か
し

た
ナ
チ
ュ
ラ
ル
で
ヘ
ル
シ
ー
な
し
ま
ん
と
畑
の
か
り
ん
と
う
』

■
ネ
ー
ミ
ン
グ
と
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
つ
い
て

　

ネ
ー
ミ
ン
グ
は
「
し
ま
ん
と
の
食
材
」
＋
「
か
り
ん
と
う
」
＝

『
し
ま
ん
と
う
』に
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、パ
ッ
ケ
ー
ジ
は
、誰
の
目
に
も
と
ま
り
や
す
く
イ
ン
パ

ク
ト
の
あ
る
も
の
に
と
、パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
表
記
は『
４
０
０
１
０ 

Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｍ
Ａ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
Ｕ
』と
し
、品
質
保
持
を
優
先
し
、あ
え
て

中
身
の
見
え
な
い
も
の
に
し
ま
し
た
。

■
商
品
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ

　

現
在
販
売
中
の「
プ
レ
ー
ン
」「
し
ょ
う
が
」「
ゆ
ず
」に
加
え
、

新
た
に
地
元
産
の
食
材
や
調
味
料
を
使
っ
た
「
玉
ね
ぎ
」「
青
の

り
」「
だ
し
醤
油
」が
８
月
中
旬
か
ら
販
売
と
な
り
ま
す
。

■
こ
だ
わ
り
の
食
材
と
製
法

　

食
材
は
、地
元
産
の
ゆ
ず
、タ
マ
ネ
ギ
、青
の
り
な
ど
を
使
用

す
る
た
め
生
産
者
の
顔
が
わ
か
り
安
全
・
安
心
で
す
。

　

製
法
は
、ま
ず
地
元
産
米
の
米
粉
を
使
用
し
て
生
地
を
つ
く

り
、黒
潮
町
産
の
貴
重
な『
ぼ
か（
さ
と
う
き
び
の
蜜
）』で
ベ
ー

ス
の
味
付
け
。そ
し
て
、米
油
で
一
度
揚
げ
た
も
の
を
、オ
ー
ブ

ン
で
焼
く
こ
と
に
よ
り
、
油

を
吸
う
率
（
吸
油
率
）
を
抑
え

ま
す
。

　

ま
た
、
食
感
や
食
べ
や
す

さ
を
重
視
し
、
子
ど
も
で
も

食
べ
や
す
い
も
の
に
と
、
か

た
過
ぎ
な
い
も
の
を
め
ざ
し

て
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
ま

し
た
。

　

大
き
さ
も
太
さ
４
㎜
、
長

さ
４
㎝
と
一
般
的
な
か
り
ん

と
う
に
比
べ
て
か
な
り
小
さ

め
な
も
の
と
し
て
い
ま
す
。

■
生
産
者
の
声

　

自
分
が
大
事
に
作
っ
た
野

菜
が
加
工
さ
れ
き
れ
い
に
包

装
さ
れ
て
売
ら
れ
て
い
る
の

を
見
る
と
、
と
て
も
う
れ
し

く
励
み
に
も
な
り
ま
す
。

　

ま
た
県
外
で
も
支
持
さ

れ
、
い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
で
食

べ
ら
て
い
る
シ
ー
ン
を
想
像

す
る
と
生
産
意
欲
が
湧
い

て
、
や
り
が
い
や
生
き
が
い

に
結
び
つ
い
て
い
ま
す
。

◎
こ
ん
な
と
こ
ろ
で
販
売
し
て
い
ま
す
！

　

市
内
で
は
、駅
前
の
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
Ｌ
Ｉ
Ｇ
Ｒ
Ｉ（
り
ぐ

り
）や
サ
ン
リ
バ
ー
物
産
館
、ホ
テ
ル
星
羅
四
万
十
な
ど
で
販
売

し
て
い
ま
す
。

　

県
外
で
は
、都
市
圏
を
中
心
に「
ナ
チ
ュ
ラ
ル
ロ
ー
ソ
ン
」で

も
販
売
し
て
い
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
県
外
の
知
人
、友
人
へ
も
お
勧

め
く
だ
さ
い
。

かりんとう（右）、ゆず加工品（中央）、ぶしゅかん加工品（左奥）、
栗加工品（左手前）※ゆず加工品のパッケージは現在開発中です。

贈答用パッケージ

販売中のゆず、プレーン、しょうが

玉ねぎの生産者の浜田さん（入田）
ヘルシーさと食感を大切にするため
オーブンで焼きます

平
成
23
年
８
月
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ぶ
し
ゅ
か
ん
加
工
品

〔
事
業
主
体
〕

　

チ
ー
ム
ぶ
し
ゅ
か
ん（（
株
）四
万
十
屋
、

　

大
川
筋
地
域
振
興
組
合
、マ
ル
サ
醤
油（
資
））

　

高
齢
化
が
進
み
耕
作
放
棄
地
が
増
え
る
中
山
間
地
に
産
業

を
お
こ
し
た
い
。

　

そ
こ
で
地
元
で
は
、農
薬
に
頼
ら
ず
と
も
百
年
以
上
な
り

続
け
る
と
い
わ
れ
る『
ぶ
し
ゅ
か
ん
』の
生
命
力
に
着
目
。

　

こ
の
特
性
を
活
か
し
た
健
康
、丈
夫
、長
寿
の
イ
メ
ー
ジ
に

結
び
つ
く
加
工
品
を
開
発
し
た
い
と「
チ
ー
ム
ぶ
し
ゅ
か
ん
」

を
結
成
。

　

さ
ら
に
出
張
料
理
人
の
小
暮
剛
シ
ェ
フ
に
も
商
品
開
発
に

加
わ
っ
て
い
た
だ
き
商
品
化
が
一
気
に
加
速
し
ま
し
た
。

■
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
は

　

『
百
年
の
生
命
力
』

　

力
強
さ
、
覚
え
や
す
さ
、
イ

ン
パ
ク
ト
を
意
識
し
、で
き
る

限
り
短
い
言
葉
で
　

ぶ
し
ゅ

か
ん
　

の
特
性
を
訴
求
す
る

た
め
こ
の
言
葉
を
キ
ャ
ッ
チ

コ
ピ
ー
と
し
ま
し
た
。

■
商
品
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ

〇
四
万
十
百
年
ド
レ
ッ
シ
ン
グ（
和
風
）

　

ぶ
し
ゅ
か
ん
の
果
汁
と
地
元
の
醤
油
、
小
暮
シ
ェ
フ
厳
選

の
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
で
仕
上
げ
て
い
ま
す
。

〇
四
万
十
ぶ
し
ゅ
か
ん
ポ
ン
酢

　

ぶ
し
ゅ
か
ん
の
香
り
と
酸
味
が
豊
か
で
、地
元
仕
込
の
だ

し
醤
油
が
う
ま
く
調
合
し
て
い
ま
す
。

〇
四
万
十
ぶ
し
ゅ
か
ん
百
年
か
け
だ
れ

　

市
内
の
料
理
店
が
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
し
た
特
製
か
け
だ
れ
で

す
。
ぶ
し
ゅ
か
ん
の
香
り
が
素
材
本
来
の
味
を
引
き
立
て
ま

す
。

　

ド
レ
ッ
シ
ン
グ
と
ポ
ン
酢
は
、早
く
て
８
月
下
旬
か
ら
の

販
売
を
予
定
し
て
い
ま
す
が
、「
か
け
だ
れ
」の
販
売
は
、も
う

少
し
先
に
な
り
ま
す
。

■
こ
だ
わ
り
の
食
材
と
製
法

　

地
元
農
家
の
庭
先
や
農
園
で
何
十
年
（
中
に
は
百
年
を
超
え

る
も
の
も
）も
な
り
つ
づ
け
て
い
る
ぶ
し
ゅ
か
ん
を
原
料
と
し

て
お
り
、安
全
・
安
心
で
す
。

　

ド
レ
ッ
シ
ン
グ
は
、オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
ソ
ム
リ
エ
の
称
号
を

も
つ
小
暮
シ
ェ
フ
推
薦
の
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
を
原
料
と
し
て
使

用
、こ
の
オ
イ
ル
と
ぶ
し
ゅ
か
ん
の
愛
称
は
非
常
に
良
い
も
の

で
、か
け
た
料
理
の
素
材
の
持
ち
味
を
最
大
限
に
引
き
だ
し
ま

す
。

　

ド
レ
ッ
シ
ン
グ
や
ポ
ン
酢
の
原
料
と
な
る
醤
油
・
酢
な
ど
は

一
年
以
上
か
け
自
然
発
酵
さ

せ
た
も
の
を
使
用
し
て
お

り
、
無
添
加
に
こ
だ
わ
っ
て

い
ま
す
。

　

開
発
過
程
で
は
、
ぶ
し
ゅ

か
ん
特
有
の
爽
や
か
な
香
気

と
酸
味
を
活
か
し
た
バ
ラ
ン

ス
の
と
れ
た
味
に
つ
い
て
、

チ
ー
ム
ぶ
し
ゅ
か
ん
と
開
発

ス
タ
ッ
フ
み
ん
な
で
常
に
意

見
を
出
し
合
い
な
が
ら
探
求

し
て
き
ま
し
た
。

■
生
産
者
と
の
連
携

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

は
、
商
品
開
発
と
並
行
し
て

耕
作
放
棄
地
に
ぶ
し
ゅ
か
ん

を
新
植
し
産
地
化
を
図
っ
て

い
ま
す
。

　

耕
作
放
棄
地
の
解
消
だ
け

で
も
経
費
や
労
力
負
担
は
大

き
い
で
す
が
、
そ
こ
に
ぶ

し
ゅ
か
ん
を
植
え
る
と
い
う

の
は
こ
れ
ま
で
に
な
か
っ
た

発
想
で
あ
り
、
こ
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
か
け
る
期
待
は

大
き
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

◎
こ
ん
な
と
こ
ろ
で
販
売
す
る
予
定
で
す
！

　

市
内
で
は
、サ
ン
リ
バ
ー
物
産
館
な
ど
で
、県
外
で
は
、都
市

圏
の
量
販
店
等
で
販
売
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

■
食
べ
方
の
提
案

〇
ド
レ
ッ
シ
ン
グ

　

野
菜
サ
ラ
ダ
、
カ
ル
パ
ッ

チ
ョ
、
魚
の
ム
ニ
エ
ル
パ
ス

タ
ソ
ー
ス
に
最
適
の
ド
レ
ッ

シ
ン
グ
で
す
。

　

な
お
、
野
菜
サ
ラ
ダ
な
ど

に
は
食
べ
る
前
に
、
塩
を

少
々
振
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば

よ
り
一
層
お
い
し
く
お
召
し

上
が
り
い
た
だ
け
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〇
ポ
ン
酢

　

焼
き
魚
、
お
刺
身
、
湯
豆

腐
、し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
、い
ろ
い

ろ
な
鍋
料
理
に
、
ま
た
和
え

物
や
冷
や
っ
こ
な
ど
に
も
か

け
て
ご
賞
味
下
さ
い
。
生
命

力
溢
れ
る
、
天
然
の
香
り
を

お
楽
し
み
い
た
だ
け
ま
す
。

農
商
工
連
携
に
取
り
組
む
方
を
募
集
！

　
　

　

お
互
い
が
持
っ
て
い
る
技
術
と
ノ
ウ
ハ
ウ
を
い
か
し
な
が

ら
、新
た
な
商
品
開
発
、新
た
な
サ
ー
ビ
ス
提
供
な
ど
に
取
り
組

み
た
い
と
い
う
農
林
漁
業
者
や
中
小
企
業
者
を
募
集
し
て
い
ま

す
。

　

ア
イ
デ
ア
を
お
持
ち
の
方
は
、左
記
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
事
業
内
容
・
支
援
内
容

　

◇
先
進
地
視
察
、ア
ド
バ
イ
ザ
ー
招
致 

な
ど

　

〔
補
助
率
〕10
／
10
以
内(

限
度
額
50
万
円)

　

◇
商
品
開
発
・
改
良
、販
路
開
拓
・
販
売
促
進
、機
械
・
施
設
整

　
　

備 

な
ど

　

〔
補
助
率
〕１
／
２
以
内（
限
度
額
５
０
０
万
円
）

〔
問
い
合
わ
せ
先
〕

　

（
本
庁
）商
工
課 

商
工
・
雇
用
対
策
係

　
　
　
　

☎（
３
４
）１
１
２
６

ぶしゅかん“百年”シリーズ

小暮シェフによるレシピ指導耕作放棄地にぶしゅかんの苗木を定植

ぶしゅかんドレッシングを使った料理
”

”
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予
土
線
に

　
　

〝
海
洋
堂
ホ
ビ
ー
ト
レ
イ
ン
〞

　

7
月
2
日（
土
）、窪
川
駅
で
Ｊ
Ｒ
四
国
主
催
の「
海
洋
堂
ホ
ビ
ー
ト
レ
イ
ン

完
成
披
露
式
」
が
開
催
さ
れ
、
㈱
海
洋
堂
の
宮
脇
修
館
長
、
髙
瀬
満
伸
四
万
十

町
長
、尾
﨑
正
直
高
知
県
知
事
ほ
か
国
会
議
員
ら
と
と
も
に
、高
知
県
予
土
線

利
用
促
進
対
策
協
議
会
長
と
し
て
四
万
十
市
長
も
出
席
し
ま
し
た
。

　

〝
海
洋
堂
ホ
ビ
ー
ト
レ
イ
ン
〞
は
、ガ
レ
ー
ジ
キ
ッ
ト
・
フ
ィ
ギ
ュ
ア
等
模

型
制
作
会
社
と
し
て
有
名
な
㈱
海
洋
堂
と
四
万
十
町
が
共
同
運
営
す
る
「
海

洋
堂
ホ
ビ
ー
館
四
万
十
」（
四
万
十
町
打
井
川
）の
開
館
に
あ
わ
せ
て
、予
土
線

を
含
め
た
窪
川
駅
〜
宇
和
島
駅
間
を
一
日
一

往
復
で
運
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ホ
ビ
ー
ト
レ
イ
ン
は
、予
土
線
の
風
景

に
映
え
る
赤
を
基
調
と
し
た
造
形
物
イ
ラ
ス

ト
の
ラ
ッ
ピ
ン
グ
が
施
さ
れ
、車
内
に
は
恐
竜

や
ア
ニ
メ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
フ
ィ
ギ
ュ
ア
が

展
示
さ
れ
て
お
り
、発
車
時
に
は
恐
竜
の
足
音

や
鳴
き
声
が
再
現
さ
れ
ま
す
。

　

ご
家
族
、
ご
近
所
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、

ぜ
ひ
予
土
線
を
走
る
〝
海
洋
堂
ホ
ビ
ー
ト
レ

イ
ン
〞
に
ご
乗
車
く
だ
さ
い
。

　

○『
海
洋
堂
ホ
ビ
ー
ト
レ
イ
ン
』の
運
行
ダ
イ
ヤ
等
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

　

Ｊ
Ｒ
四
国
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
　

h
ttp://w

w
w
.jr-sh

ik
ok
u
.co.jp/

　

Ｊ
Ｒ
四
国
電
話
案
内
セ
ン
タ
ー

　
　

0
5
7
0-

2
2-

4
5
9
2

　
　

（
8
時
〜
20
時
／
年
中
無
休
）

　

窪
川
駅

　
　

0
8
8
0-

2
2-

0
1
5
6

　
　

（
窓
口
営
業
時
間
帯

　
　
　
　
　

5
時
40
分
〜
21
時
10
分
）

西
土
佐
に
キ
ャ
ン
ド
ル
の

　
　
　
　
　
　

〝
天
の
川
〞

　

４
０
０
１
０

☆
星
の
郷
☆
実

行
委
員
会
主
催

「
第
３
回
し
ま

ん
と
天
の
川
ま

つ
り
」
が
四
万

十
ひ
ろ
ば
（
西

土
佐
用
井
）
で

開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

天
候
は
生

憎
の
曇
り
、
西

土
佐
の
満
天

の
星
空
の
も

と
で
の
開
催
と
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
四
万

十
川
に
沿
う
遊
歩
道
上
に
１
，
０
０
０
個
の
キ
ャ

ン
ド
ル
で
再
現
し
た
幻
想
的
な
天
の
川
と
、
会
場

で
は
西
土
佐
の
麦
屋
の
う
ど
ん
、
横
山
精
肉
の
四

万
十
牛
コ
ロ
ッ
ケ
販
売
、
西
土
佐
連
合
青
年
団
の

出
店
の
他
、
本
場
黒
潮
町
か
ら
お
越
し
い
た
だ
い

た
大
西
勝
也
町
長
に
よ
る
〝
か
つ
お
の
た
た
き
実

演
販
売
〞
も
あ
り
、
約
５
０
０
人
が
夏
の
一
夜
を

満
喫
し
ま
し
た
。

　

会
場
近
く
の
西
土
佐
大
橋
に
は
６
月
下
旬
か
ら

地
元
の
子
ど
も
た
ち
が
作
製
し
た
笹
飾
り
が
用
意

さ
れ
、
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
の
被
災
地
復
興

を
願
い
し
た
た
め
た
短
冊
を
東
北
地
方
へ
送
る
予

定
で
す
。

７
７ (木)

７
２ (土)

し
ま
ん
と

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ

　
　
　

教
習
会

　

７
月
13
日(

水)

、15
日(

金)

の
２
日
間
、四
万

十
自
動
車
学
校
で
市
職
員
18
名
の
エ
コ
ド
ラ

イ
ブ
教
習
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

市
役
所
で
は
、
地

球
温
暖
化
防
止
を
目

的
に
、
平
成
24
年
度

末
ま
で
に
エ
ネ
ル

ギ
ー
使
用
量
を
６
％

削
減
（
平
成
18
年
度

を
基
準
）
す
る
計
画

を
策
定
し
て
い
ま

す
。

　

こ
の
教
習
会
は
、ガ
ソ
リ
ン
使
用
量
を
削
減

す
る
た
め
、経
済
的
か
つ
環
境
に
配
慮
し
た
運

転
方
法
で
あ
る
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
に
つ
い
て
の

知
識
や
運
転
技
術
を
習
得
す
る
も
の
で
、普
段

の
運
転
時
の
燃
費
を
測
定
し
た
後
、エ
コ
ド
ラ

イ
ブ
の
運
転
技
術
を
学
び
、実
際
に
エ
コ
ド
ラ

イ
ブ
運
転
を
し
た
結
果
の
燃
費
と
比
較
し
ま

し
た
。

　

ふ
ん
わ
り
ア
ク
セ
ル
、加
減
速
の
少
な
い
運

転
、ア
イ
ド
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
プ
等
を
意
識
し
て

運
転
し
た
結
果
、平
均
で
２
０
・
１
％
、中
に
は

40
％
以
上
向
上
し
た
職
員
も
い
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
職
員
は
、思
っ
た
以
上
に
燃
費
が

改
善
し
た
こ
と
で
、今
後
実
践
し
て
い
き
た
い

と
の
意
見
が
多
く
み
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
後
も
市
の
職
員
が
手
本
と
な
れ
る
よ
う

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
を
普
及
し
て
い
き
ま
す
。

問 (

市)

環
境
生
活
課

　

☎（
3
4
）6
1
2
6

７
13 (水)

７
15 (金) 平

成
23
年
８
月
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市教委だより

中村中学校

東山小学校

口屋内小学校

　

市
立
中
村
中
学
校

で
は
、本
年
度
か
ら
２

年
間
、小
学
校
と
の
連

携
を
図
り
な
が
ら
、人

間
関
係
づ
く
り
を
行

う
こ
と
な
ど
を
中
心

と
し
た
指
定
事
業
を

受
け
て
い
ま
す
。

　

そ
の
事
業
内
容
の
一

つ
で
あ
る
、中
学
１
年
生
が
実
施
し
た「
仲
間
づ
く

り
合
宿
」
を
、
５
月
26
日
（
木
）
、
27
日
（
金
）
の
２
日

間
、野
市
青
少
年
セ
ン
タ
ー
で
行
い
ま
し
た
。

　

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
て
、先
生
か
ら
合
宿
を

通
し
て
身
に
つ
け
て
ほ
し
い
力
の
説
明
を
受
け
た

後
、
生
徒
た
ち
は
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
い
ま
し

た
。

　

そ
の
中
で
、
グ
ル
ー
プ
で
協
力
す
る
こ
と
や
、

簡
単
な
作
業
で
も
み
ん
な
で
地
道
に
行
う
こ
と
、

与
え
ら
れ
た
役
割
を
し
っ
か
り
と
こ
な
す
こ
と
、

全
員
で
一
つ
の
こ
と
を
達
成
し
た
と
き
の
感
動

な
ど
、た
く
さ
ん
の
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

　

２
日
間
、生
徒
た
ち
は
一
生
懸
命
取
り
組
み
、合

宿
の
最
後
の
集
合
時

に
は
、人
の
話
を
静
か

に
集
中
し
て
聞
け
る

約
１
２
０
人
の
集
団

に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

今
後
も
、１
年
生
は

授
業
、行
事
等
を
通
し

て
、確
実
に
成
長
し
て

い
っ
て
く
れ
る
と
思

い
ま
す
。

あ
い
さ
つ
運
動
と

仲
間
づ
く
り

　

東
山
小
学
校
は
、市
街
地
の
近
く
に
あ
り
な
が

ら
山
や
川
、田
畑
が
多
く
、豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ

た
環
境
に
あ
り
ま
す
。

　

本
年
度
、特
に
力
を
入
れ
て
い
る
取
り
組
み
は
、

「
学
力
の
定
着･

向
上
」は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、「
あ

い
さ
つ
運
動
」と「
仲
間
づ
く
り
」で
す
。

　

「
あ
い
さ
つ
運
動
」は
、毎
週
金
曜
日
の
朝
、児
童

会
を
中
心
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
が
、今
年
か

ら
は
、地
域
の
区
長
さ
ん
や
民
生
委
員
さ
ん
、Ｐ
Ｔ

Ａ
の
役
員
さ
ん
に
も
月
１
回
割
り
振
っ
て
、子
ど

も
た
ち
と
と
も
に
玄
関
前
に
立
っ
て
参
加
し
て
も

ら
う
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。こ
れ
は
児
童
会

の
呼
び
か
け
に
応
え

て
い
た
だ
い
た
も
の

で
、大
変
あ
り
が
た
い

こ
と
で
す
。

　

ま
た
、「
仲
間
づ
く

り
」
に
つ
い
て
は
、
月

１
回
の「
な
か
よ
し
タ

イ
ム
」
、
学
期
に
１
回

の「
な
か
よ
し
ロ
ン
グ

タ
イ
ム
」
な
ど
を
設

け
、掃
除
の
縦
割
り
班

を
活
用
し
て
、い
ろ
い

ろ
な
ゲ
ー
ム
を
取
り

入
れ
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
同
士

や
教
職
員
が
楽
し
い

時
間
を
過
ご
し
て
い

ま
す
。

道
徳
参
観
日

　

口
屋
内
小
学
校
の
道

徳
参
観
日
に
、
社
会
福

祉
協
議
会
の
今
村
清
さ

ん
を
講
師
に
お
招
き
し

て
、
東
北
大
震
災
の
被

災
地
支
援
の
た
め
の
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
で
の
経
験
談
な
ど

を
お
話
し
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

今
村
さ
ん
は
実
際
に
宮
城
県
へ
行
き
、災
害
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
し
て
現
地
で
支
援
活
動
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。被
災
地
で
の
い
ろ
い
ろ
な
出
来
事
、苦
労

話
、悲
惨
な
現
状
や
、実
際
に
震
度
６
の
余
震
に
襲

わ
れ
た
恐
怖
談
な
ど
に
、６
人
の
児
童
は
真
剣
な
ま

な
ざ
し
で
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

テ
レ
ビ
で
は
放
送
さ
れ
な
い
現
地
の
本
当
の
姿

や
、実
際
に
経
験
し
た
か
ら
こ
そ
分
か
る
、災
害
時

の
対
処
法
な
ど
の
お
話
に
、集
ま
っ
た
地
域
の
人
々

の
視
線
も
く
ぎ
付
け
状
態
。講
演
の
最
後
に
は
、児

童
か
ら「
地
震
・
津
波
の
恐
ろ
し
さ
に
驚
い
た
」、「
地

震
が
来
る
前
に
防
災

グ
ッ
ズ
を
ち
ゃ
ん
と
準

備
し
よ
う
と
思
っ
た
」

な
ど
の
意
見
が
聞
か
れ

ま
し
た
。

　

児
童
と
地
域
の
人
々

が
、
防
災
に
つ
い
て
一

緒
に
学
び
、
考
え
た
道

徳
参
観
日
と
な
り
ま
し

た
。

集中して、静かに話が聞けています

(市)教育委員会　☎(34)1136　FAX(34)4271　E-mail：school@city.shimanto.lg.jp

西土佐事務所　☎(52)1110　FAX(52)1446　E-mail：n-school@city.shimanto.lg.jp

27（金）5

26（木）5

14（火）6

仲
間
づ
く
り
合
宿

朝のあいさつ運動のひとこま みんなで楽しくボール遊びゲーム

先生のお話にみんな真剣

全員で協力して立ち上がるぞ！

勇気を出して先生に質問！

平
成
23
年
８
月
号

13
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注1）特定健診（生活習慣病健診）は、40歳以上の国保加入者で受診券を送付している人及び40歳以上の協会けんぽ等加入の被扶養者
　　で市に事前に予約済みの人が対象です。
注2）古津賀ふれあい会館は、「平和な湯」の北側です。
※8月13日までの計画については、広報四万十7月号に掲載しています。    

事　　業　　名　
定例健康相談
乳幼児（赤ちゃん）相談
ママタッチ教室
離乳食相談
子宮がん検診
親子子育て相談　【要予約】
子宮がん検診
ぴよっこクラブ（親子の集い）
出張料理教室（学習会セット）
特定健診結果説明会
特定健診結果説明会
マム＆チルドレン
出張料理教室
乳児健診
特定健診（生活習慣病健診） 注1
健康の集い（食事会セット）
特定健診（生活習慣病健診） 注1
医師による子育て相談　【要予約】
特定健診（生活習慣病健診） 注1
特定健診（生活習慣病健診） 注1
胸部レントゲン（肺がん検診）
胸部レントゲン（肺がん検診）
健康の集い（学習会セット）
胸部レントゲン（肺がん検診）
定例健康相談
健康の集い
乳児健診
出張料理教室
3歳児健診
乳幼児（赤ちゃん）相談
ママタッチ教室
出張健康相談
マム＆チルドレン
1歳9ヵ月児健診

月　 日
8月15日（月）

8月16日（火）

8月17日（水）

8月18日（木）

8月19日（金）
8月22日（月）
8月23日（火）

8月24日（水）

8月25日（木）

8月26日（金）

8月30日（火）

8月31日（水）

9月 1日（木）

9月 2日（金）
9月 5日（月）

9月 7日（水）

9月 8日（木）
9月 9日（金）

9月13日（火）

9月14日（水）

9月16日（金）

該当地区

具同

中村

中村
中村

中村

中村

大川筋
東山
大川筋
蕨岡

中村

時　　間
9:00～11:00

9:30～11:00 13:00～14:30
9:30～11:00
13:00～14:30

9:30～11:00 13:00～14:30
9:00～12:00 13:00～17:00
9:30～11:00 13:00～14:30

9:30～11:30
11:00～

10:00集合/13:30集合
10:00集合/13:30集合
10:00～11:30
11:00～

12:50～13:30
9:30～10:30 13:30～14:30

11:00～
9:30～10:30 13:30～14:30
9:00～12:00 13:00～17:00
9:30～10:30 13:30～14:30
9:30～10:30 13:30～14:30

個別通知
個別通知
13:30～
個別通知
9:00～11:00
13:30～

12:50～13:30
10:00～

12:50～13:30
9:30～11:00
9:30～11:00
9:00～11:00
10:00～11:30
12:50～13:30

場　　　所
西土佐分署横
市役所 3階 会議室
市役所 3階 会議室
市役所 3階 会議室
市立文化センター
市役所 保健介護課
市立文化センター
西土佐保健センター
西ケ方集会所
市立中央公民館
市立文化センター
具同体育センター
奥屋内上集会所
市役所 3階 会議室
市立文化センター
下家地集会所
市立文化センター
市役所 保健介護課
かわらっこ
古津賀ふれあい会館 注2
大川筋地区
蕨岡地区
大宮上集会所
中村街地区
西土佐分署横
津野川集会所
市役所 3階 会議室
下家地集会所
市役所 3階 会議室
市役所 3階 会議室
市役所 3階 会議室
JA高知はた西土佐支所
具同体育センター
市役所 3階 会議室

● 問い合わせ先 ●　（本庁）保健介護課  (34)1115　（総合支所）保健課  (52)1132

　

麻
し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン
（
M
R
ワ
ク
チ
ン
）
の
予

防
接
種
を
ま
だ
受
け
て
い
な
い
人
は
、で
き
る
だ
け
早
く
受

け
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

平
成
23
年
度
は
左
記
の
人
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

第
１
期
対
象
者

　

生
後
12
月
〜
24
月
未
満（
誕
生
日
の
前
々
日
ま
で
）

　

（
１
歳
に
な
っ
た
ら
で
き
る
だ
け
早
く
）

第
２
期
対
象
者

　

小
学
校
就
学
前
の
１
年
間
（
い
わ
ゆ
る
幼
稚
園
、
保
育
　

　

所
等
の
年
長
児
）

　

（
平
成
17
年
４
月
２
日
〜
平
成
18
年
４
月
１
日
生
の
人
）

第
３
期
対
象
者

　

中
学
１
年
生
相
当
年
齢

　

（
平
成
10
年
４
月
２
日
〜
平
成
11
年
４
月
１
日
生
の
人
）

第
４
期
対
象
者

　

高
校
３
年
生
相
当
年
齢

　

（
平
成
５
年
４
月
２
日
〜
平
成
６
年
４
月
１
日
生
の
人
）

※
さ
ら
に
、平
成
23
年
5
月
20
日
か
ら
、修
学
旅
行
等
で
海
外

　

に
行
く
高
校
２
年
生
相
当
の
年
齢
の
人
（
平
成
6
年
４
月

　

２
日
〜
平
成
7
年
４
月
１
日
生
の
人
）
が
麻
し
ん
風
し
ん

　

混
合
ワ
ク
チ
ン（
M
R
ワ
ク
チ
ン
）予
防
接
種
の
対
象
者
に

　

新
た
に
追
加
さ
れ
ま
し
た
。

大野内科
（3・4期のみ）

木俵病院

こいけクリニック

さたけ小児科

太陽クリニック

中村クリニック
（小学生以上）

中村病院

山本産婦人科小児科

四万十市国保
　西土佐診療所
さくらクリニック
（3・4期のみ）

市内の麻しん風しん混合ワクチン予防接種受諾医療機関

（事前に医療機関へ確認してからお出かけください） 平
成
23
年
８
月
号

14



　

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
の
供

給
不
足
に
よ
り
、
１
回
も
接
種
を
受

け
て
い
な
い
人
は
、
接
種
が
で
き
な

い
状
況
が
続
い
て
い
ま
し
た
が
、
一

定
の
供
給
量
が
確
保
で
き
た
た
め
、

7
月
20
日
か
ら
す
べ
て
の
対
象
者
に

対
す
る
接
種
が
再
開
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
接
種
希
望
者
は
、
事
前

に
医
療
機
関
に
問
い
合
わ
せ
、
予
約

を
し
た
う
え
で
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

※
1
回
目
の
接
種
が
10
月
1
日
以
降

　

に
な
っ
て
し
ま
う
と
、
補
助
対
象

　

期
間
内
に
3
回
の
接
種
が
終
了
し

　

ま
せ
ん
の
で
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。

対
象
者：

中
学
1
年
生
〜
大
学
1
年

生
の
年
齢
に
相
当
す
る
女
子
（
平
成

4
年
4
月
2
日
〜
平
成
11
年
4
月
1

日
生
）

○
問
い
合
わ
せ
先

　

（
本
庁
）保
健
介
護
課

　

☎（
3
4
）1
1
1
5

　

（
総
合
支
所
）保
健
課

　

☎（
5
2
）1
1
3
2

　

こ
の
健
診
を
受
診
す
る
こ
と
に
よ
り
、生
活
習
慣
の
改
善
が
必
要
な
人
を
抽
出
し
、対
象
者
が

糖
尿
病
や
高
血
圧
症
な
ど
の
生
活
習
慣
病
を
発
症
し
た
り
、症
状
が
進
行
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、

医
療
保
険
者
が
生
活
支
援
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

あ
な
た
の
健
康
を
確
認
す
る
た
め
に
、ぜ
ひ
特
定
健
診
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

〔
注
意
事
項
〕

①
特
定
健
診
受
診
時
に
は
、受
診
券
・
問
診
票
・

　

保
険
証
・
健
診
料
金
が
必
要
で
す
。

②
受
診
券
の
受
け
取
り
方
法
は
、加
入
し
て
い

　

る
医
療
保
険
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
の
で
、

　

医
療
保
険
者
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

市
で
は
、4
月
1
日
以
降
継
続
し
て
国
保
に

加
入
し
て
い
る
人
を
対
象
に
、特
定
健
診
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

健
診
を
受
診
す
る
方
法
と
し
て
は
、

・
地
区
ご
と
に
行
う
集
団
健
診

　

（
健
診
料
金
１
，３
０
０
円
）

・
届
出
の
あ
っ
た
医
療
機
関
で
受
診
す
る
個
別

　

健
診（
健
診
料
金
２
，３
０
０
円
）

の
２
つ
が
あ
り
ま
す
。（
ど
ち
ら
の
方
法
で
も
、

65
歳
以
上
の
健
診
料
金
は
無
料
）

　

受
診
券
が
ま
だ
届
い
て
な
い
人
で
、早
期
に

個
別
健
診
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、左
記
ま
で
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。（
受
診
期
限：

平
成
24
年
1

月
31
日
ま
で
）

　

※
が
ん
検
診
の
申
し
込
み
に
つ
い
て

　

市
で
実
施
す
る
各
種
が
ん
検
診
は
、4
月
か

　

ら
集
団
検
診
で
順
次
行
っ
て
い
ま
す
が
、受

　

診
可
能
な
が
ん
検
診
は
随
時
申
し
込
み
を

　

受
け
付
け
し
て
い
ま
す
の
で
、申
し
込
み
を

　

忘
れ
て
い
た
人
な
ど
は
お
問
い
合
わ
せ
く

　

だ
さ
い
。（
や
む
を
得
な
い
事
情
が
あ
る
場

　

合
な
ど
は
、電
話
で
の
申
し
込
み
も
で
き
ま

　

す
。）

○
問
い
合
わ
せ
先

　

（
本
庁
）保
健
介
護
課 

☎（
3
4
）1
1
1
5

　

（
総
合
支
所
）保
健
課 
☎（
5
2
）1
1
3
2

特
定
健
診
な
ど
を
受
診
す
る
ま
で
の
大
ま
か
な
流
れ

（
市
）
国
保
の
加

入
者

社
会
保
険
な
ど
の

加
入
者
本
人

対
象
者
に
個
人

通
知

（
申
し
込
み
不
要
）

社
会
保
険
な
ど
の

被
扶
養
者

保
険
者
に
健
診
を

申
し
込
む

受
診
券
が
届
い
た
ら
、

受
診
で
き
る
健
診
機

関
を
確
認

後
期
高
齢
者
医

療
の
加
入
者

医
療
機
関

で
受
診

受
診
で
き

る
健
診
機

関
に
申
し

込
む

市
の
集
団
健
診

に
申
し
込
む

《
四
万
十
市
が
行
う
健
診
》

集
団
健
診
の
約
２
週
間
前
に
受
診
券

・
問
診
票
が
送
付
さ
れ
る

（
時
期
は
各
地
区
で
異
な
る
。
受
診
で

き
る
健
診
機
関
を
確
認
）

医
療
機
関
で
行
う

個
別
健
診
で
受
診

（
全
国
中
央
建
設

業
国
保
以
外
）

地
域
ご
と
に
行
う
集
団
健

診
で
受
診

希
望
者
（
生
活

習
慣
病
の
治
療

中
で
な
い
人
）

が
市
に
申
し
込

む

職
場
で
実
施
さ
れ
る

健
診
を
受
け
る
こ
と

に
な
り
ま
す
（
市
の

集
団
健
診
は
受
診
で

き
ま
せ
ん
）

※

が
ん
検
診
に
つ
い

　

て
は
、
職
場
で
し

　

て
い
な
い
場
合
、

　

市
の
実
施
す
る
が

　

ん
検
診
を
申
し
込

　

み
に
よ
り
受
診
で

　

き
ま
す

平
成
23
年
８
月
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介護保険料額決定通知書の発送 ～第１号被保険者(65歳以上)の皆さんへ～ 　

平
成
23
年
度
介
護
保
険
料
額
決
定
通
知
書
を
８
月
16
日(

火)

に
発
送
し
ま
す
。

※
特
別
徴
収(

年
金
天
引
き)

の
人
は
、
平
成
23
年
度
介
護
保
険
料

　

額
決
定
通
知
書
の
他
に
、平
成
24
年
度
介
護
保
険
料
「
仮
徴
収
」

　

額
決
定
通
知
書
も
同
封
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
保
険
料
の
納
付
方
法
に
つ
い
て

「
特
別
徴
収
」

　
　

介
護
保
険
料
を
年
金
か
ら
天
引
き
す
る
こ
と
を「
特
別
徴
収
」

　

と
い
い
ま
す
。２
カ
月
に
１
度
の
年
金
支
給
時
に
年
金
か
ら
差

　

し
引
か
れ
ま
す
の
で
、金
融
機
関
等
の
窓
口
で
納
め
る
必
要
は

　

あ
り
ま
せ
ん
。

　
　

老
齢(

退
職)

、遺
族
、障
害
年
金
を
年
額
18
万
円
以
上
受
給
　

　

し
て
い
る
人
は
、原
則
、特
別
徴
収
と
な
り
ま
す
。

「
普
通
徴
収
」

　
　

介
護
保
険
料
を
特
別
徴
収
で
き
な
い
場
合
に
、
納
付
書
　

　

や
口
座
振
替
に
よ
っ
て
支
払
う
方
法
を
「
普
通
徴
収
」
と
い
い

　

ま
す
。

　

次
の
よ
う
な
場
合
、普
通
徴
収
と
な
り
ま
す
。

　

●
年
金
が
年
額
18
万
円
未
満
の
人

　

○
老
齢
福
祉
年
金
を
受
給
し
て
い
る
人

　

●
年
度
の
途
中
で
65
歳
に
な
っ
た
人

　

○
年
度
の
途
中
で
他
の
市
町
村
か
ら
転
入
し
て
き
た
人

　

●
年
度
の
途
中
で
所
得
段
階
が
変
更
に
な
っ
た
人

　

○
４
月
１
日
時
点
で
老
齢(

退
職)

、
遺
族
、
障
害
年
金
を
受
け

　
　

て
い
な
か
っ
た
人

　

●
年
金
を
担
保
に
供
し
て
い
る
人

　
　

な
ど

※
介
護
保
険
料
は
被
保
険
者
が
特
別
徴
収
か
普
通
徴
収
か
を
選

　

択
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

■
保
険
料
の
減
免

　

災
害
や
病
気
ま
た
は
失
業
等
で
生
活
が
著
し
く
困
窮
す
る
な

ど
の
事
情
に
よ
り
、
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
と
き
は
、
申
請
に

よ
り
保
険
料
が
減
免
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。特
別
徴
収
の
人

は
年
金
の
支
払
月
の
前
々
月
の
15
日
ま
で
に
、
普
通
徴
収
の
人
は

納
期
限
の
７
日
前
ま
で
に
申
請
書
の
提
出
が
必
要
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

（
本
庁
）保
健
介
護
課 

長
寿
介
護
係
　

☎（
３
４
）１
１
６
５

（
総
合
支
所
）保
健
課 

　
　
　
　
　
　

☎（
５
２
）１
１
３
２

　

特
別
児
童
扶
養
手
当
は
精
神
又

は
身
体
に
障
害
を
有
す
る
児
童
を

監
護
す
る
父
も
し
く
は
母
に
、ま
た

は
父
母
以
外
の
者
が
そ
の
児
童
を

養
育
す
る
と
き
は
養
育
者
に
支
給

さ
れ
る
手
当
で
す
。

　

手
当
額
は
、１
級（
重
度
の
障
害
）

月
額
5
0
5
5
0
円
、
2
級
（
中
度

の
障
害
）
月
額
3
3
6
7
0
円
で
、

申
請
に
は
、診
断
書
等
が
必
要
と
な

り
ま
す
。
ま
た
、
所
得
制
限
も
あ
り

ま
す
の
で
、詳
し
い
こ
と
は
左
記
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
現
在
受
給
し
て
い
る
人
の
所
得

　

状
況
届
に
つ
い
て

　

特
別
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し

て
い
る
人
は
、
８
月
11
日
（
木
）
か

ら
19
日
（
金
）
ま
で
に
印
鑑
、
証
書

を
持
参
し
て
所
得
状
況
届
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
・
提
出
先
　

（
本
　
　

庁
）
　

福
祉
事
務
所 

社
会
福
祉
係

0（
3
4
）1
1
2
0

（
総
合
支
所
）
　

福
祉
事
務
所
分
室（
保
健
課
内
）

0（
5
2
）1
1
3
2

特別児童扶養手当

　

児
童
扶
養
手
当
は
、ひ
と
り
親
家
庭
の
生
活
と
安
定
を
助

け
、
児
童
の
健
全
育
成
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、18
歳

に
達
す
る
日
以
後
最
初
の
3
月
31
日
ま
で
の
児
童
を
監
護

し
て
い
る
母
子
・
父
子
家
庭
の
母
ま
た
は
父
や
、
母
ま
た
は

父
に
代
わ
っ
て
そ
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
人
に
支
給
さ

れ
る
手
当
で
す
。

　

児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し
て
い
る
人
へ

●
現
況
届
の
提
出

　

児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し
て
い
る
人
は
、毎
年
8
月
に
現

況
届
の
提
出
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

未
提
出
の
場
合
は
8
月
分
か
ら
の
手
当
が
受
給
で
き
な

く
な
り
ま
す
の
で
必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

・
受
付
期
間
　

8
月
1
日（
月
）〜
26
日（
金
）
　

※
土
、日
を
除
く

・
受
付
時
間
　

8
時
30
分
〜
12
時
　

13
時
〜
17
時
15
分

●
手
当
が
受
け
ら
れ
な
い
場
合

　

次
の
各
項
目
に
該
当
し
た
場
合
は
、す
み
や
か
に
届
出
を

し
て
く
だ
さ
い
。

①
母
ま
た
は
父
が
婚
姻
し
た
場
合（
事
実
上
の
婚
姻
関
係
を

含
む
）

②
公
的
年
金
を
受
給
す
る
よ
う
に
な
っ
た
場
合

③
児
童
を
監
護
す
る
人
が
変
わ
っ
た
場
合

④
児
童
が
施
設
入
所
し
た
場
合
　

な
ど

問
い
合
わ
せ
・
提
出
先
　

（
本
　
　

庁
）福
祉
事
務
所 
家
庭
福
祉
係

0（
3
4
）1
8
0
1

（
総
合
支
所
）福
祉
事
務
所 

西
土
佐
福
祉
分
室（
保
健
課
内
）
　

0（
5
2
）1
1
3
2

児童扶養手当

平
成
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９
月
５
日（
月
）〜
11
日（
日
）の
７
日
間

８
時
30
分
〜
19
時

た
だ
し
、土
曜
日
・
日
曜
日
は
10
時
〜
17
時

高
知
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

（
高
知
市
栄
田
町
２-

２-

１
０

　

高
知
よ
さ
こ
い
咲
都
合
同
庁
舎
）

０
５
７
０（
０
０
３
）１
１
０

（
全
国
共
通
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

介
護
者
か
ら
の
肉
体
的
・
心
理
的
虐
待
あ

る
い
は
家
族
等
に
よ
る
経
済
的
虐
待
、就

業
差
別
、暮
ら
し
の
悩
み
ご
と
な
ど
高
齢

者
・
障
害
者
を
め
ぐ
る
人
権
問
題

相
談
は
無
料
、秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

　

県
で
は
高

知
県
歯
科
医

師
会
の
協
力

の
も
と
、
８

０
２
０
運
動

（
80
歳
で
20
本
以
上
の
歯
を
保
ち
お

い
し
く
食
べ
て
健
康
づ
く
り
）事
業

の
一
環
と
し
て
、80
歳
以
上
で
噛
む

事
の
で
き
る
自
分
の
歯
が
多
く

残
っ
て
い
る
人
を
審
査
し
、表
彰
す

る「
高
知
県
い
い
歯
の
表
彰
　

熟
年

者
の
部
」を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

参
加
を
希

望
さ
れ
る
人

は
、
お
近
く

の
歯
科
診
療

所
に
連
絡
の

う
え
歯
科
健

診（
無
料
）を

お
受
け
く
だ

さ
い
。

【
対
象
】

・
11
月
８
日（
い
い
歯
の
日
）に
80
歳

以
上
に
な
る
県
民

・
20
本
以
上
噛
む
こ
と
の
で
き
る
自

分
の
歯（
健
全
歯
、処
置
歯
、未
処
置

歯
は
問
わ
な
い
）が
あ
る
こ
と

【
無
料
歯
科
健
診
期
間
】

８
月
19
日
〜
９
月
16
日

【
問
い
合
わ
せ
先
】

幡
多
福
祉
保
健
所
健
康
障
害
課
　

歯
科
保
健
担
当
　

0（
３
５
）５
９
７
９

8 0 2 0運動　協力：高知県歯科医師会

高齢者日常生活用具購入補助事業

合併浄化槽設置補助事業

全国一斉「高齢者・障害者の人権あんしん相談」強化週間 　

高
知
地
方
法
務
局
と
高
知
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

で
は
、
高
齢
者
や
障
害
者
の
人
権
問
題
解
消
に
向
け
、
下

記
の
と
お
り
電
話
相
談
の
強
化
週
間
を
実
施
し
ま
す
。期

間
中
は
、
土
・
日
曜
日
も
受
け
付
け
ま
す
。
ま
た
、
平
日
は

時
間
を
延
長
し
、午
後
７
時
ま
で
受
け
付
け
ま
す
。

実
施
期
間

時

間

 

開
設
場
所

電
話
番
号 

取
扱
内
容

そ

の

他

123456●
問
い
合
わ
せ
先

高
知
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

0
０
８
８（
８
２
２
）３
５
０
３
ま
で
　

　四万十市内にお住まいの高齢者の方が安心して在宅生活が送れることを目的として以下の日常生活用具の購
入費を予算の範囲内で補助しています。

　市では、生活環境の改善を図るため、合併浄化槽の設置につき一律30万円の補助を行なっています。合併浄化
槽普及のため多くの人のご利用をお願いします。
　補助についての制約、手続きなど、詳しいことは下記までご連絡ください。

●問い合わせ先●
（本庁）都市整備課 下水道係　☎（34）6129　　（総合支所）地域企画課　☎（52）1111

内　容

対象者

申請時に
必要な書類

品目と補助上限額
電磁調理器　30,000円
火災警報器　10,000円
自動消火器　20,000円

市内にお住まいの65歳以上の高齢者世帯で、市民税
非課税世帯及び市民税のうち均等割りのみの世帯

◎購入予定用具のメーカー、機種、金額等の記入され
た（用具の見積書でも可）日常生活用具購入費補助
金交付申請書

◎日常生活用具取り付け前の写真

●必ず事前の申請が必要です

　（購入後の申請の場合は対象となり

　ません）

(市)保健介護課長寿介護係

(市)包括支援センター

(総合支所)保健課

在宅支援センター東部

在宅支援センター西部

0(34)1165
0(34)0170
0(52)1132
0(35)0037
0(37)2626

●問い合わせ・申請先

ゼ
ロ
ゼ
ロ
み
ん
な
の
ひ
ゃ
く
と
お
ば
ん
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四万十市地域子育て支援センター 四万十市地域子育て支援センター 四万十市地域子育て支援センター “ぽっぽ”“ぽっぽ”“ぽっぽ”

9月７日（水）

8月19日（金）

9月７日（水）

8月17日（水）

9月14日（水）

9月14日（水）

9月13日（火）

9月12日（月）

9：30～10：30

10：00～11：00

9：30～10：30

10：00～11：00

10：00～11：00

9：30～10：30

9：30～10：30

なし

なし

数台分有

数台分有

数台分有

数台分有

数台分有

保育所名 月　　日 駐車場時　間

園庭開放

※雨天の場合は中止します。

愛 育 園

もみじ保育所

竹 島 保 育 所

古津賀保育所

東 山 保 育 所

具 同 保 育 所

東中筋保育所

問い合わせ先 四万十市地域子育て支援センター“ ぽっぽ ”
右山元町1丁目2-10　☎（３５）３７４８

親子ふれあい活動　　1･2･3歳児対象

　いろんな色の絵の具で遊ぼう！　絵の具遊びを楽しん
だ後は、思いっきりプールで遊ぶよ♪

絵の具で遊ぼう・プール　①②③

時

場

①８月17日（水）、②18日（木）、③19日（金） 
　 9:30～11:30
子育て支援センター

時

場

①９月６日（火）、②８日（木）、③９日（金）　
　 9:30～11:30
子育て支援センター

　みんなで楽しくぽっぽで遊ぼう。ままごと遊びや砂遊
びも楽しいよ！　お散歩に持って行くかわいいポシェッ
トも作るよ。

ぽっぽで遊ぼう　①②③

時

場

①９月 13日（火）、②15 日（木）、③16日（金）　  
　 9：30～11：30
子育て支援センター

　みんなで作ったポシェットをかけてお散歩に行こう！
おやつも食べようね。秋の公園でピクニック気分♪
（おやつ･飲み物を持参して下さい。天候により予定を変
更する場合があります）

　初めて参加を希望される人は、準備などの都合があり
ますので、あらかじめご連絡下さい。①など番号が付い
ている活動は、各日程ごとにグループに分かれます。

なかよくお散歩　①②③

その他の活動

〔お庭で遊ぼう・離乳食試食会（中期～完了期）〕
　秋のお庭で遊ぼう。滑り台やブランコも楽しいよ♪
遊んだ後は、栄養士さんがおいしい離乳食を作ってくれ
るよ。
みんなで一緒に食べようね。
（準備の都合がありますので、参加希望の人は8/25
（木）までにお知らせ下さい。20組までとさせていただ
きます）

ぴよちゃんクラブ　①②

時

場

①９月２日（金）　　９:30～11:30

子育て支援センター

　8月生まれのお友だちのお誕生日をみんなでお祝いしよ
うね。

お誕生会

時

場

［1、2、3歳児］　
［ぴよちゃんクラブ］ 　
子育て支援センター

8月25日（木）　9：30～11：30
8月26日（金）　9：30～11：30

　県は、県民一人ひとりができることから子育てを応援する行動に一歩踏み出そう！と呼びかける子育て応援の
「呼びかけ7カ条」に関連する川柳を募集します。
　入賞作品には協賛企業からの副賞を進呈。また、そのうち最優秀など4作品は子育て応援キャンペーンのテレ
ビ・ラジオのCMやポスターなどに使用されます。どしどしご応募ください。

■応募期間　9月11日（日）まで　※当日消印有効
■テーマ（呼びかけ7カ条）
　・抱っこしたり、話したり、子どもとふれあう時間をみつけましょう。
　・家事や育児は家族で協力しましょう。
　・家族そろって食事をしましょう。
　・近所の子どもを見かけたら、声をかけ、あいさつしましょう。
　・電車やバスでは、乳幼児を連れた方や妊婦さんに、席をゆずりましょう。
　・子育て中の部下や同僚が気兼ねなく退社できるよう、声をかけましょう。
　・子どもの急病などのとき、休みやすい雰囲気づくりをしましょう。
■応募方法等の詳細については…
　㈱高知広告センター内 子育て応援川柳募集事務局　☎088（855）1120
　ホームページ　http://kochikc.co.jp/kosodatesenryu

子育て応援川柳子育て応援川柳
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問
い
合
わ
せ
・
申
請
先

7
月
か
ら
年
金
受
給
者
の
方
の

住
所
変
更
届
等
が
原
則
不
要

と
な
り
ま
し
た
。

7
月
よ
り
、
日
本
年
金
機
構
に
住
民
票
コ
ー
ド
が
収
録
さ
れ

て
い
る
年
金
受
給
者
の
方
に
つ
い
て
は
、直
接
、日
本
年
金
機
構

に
お
い
て
住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
か
ら
住
所
変
更
情
報

等
の
取
得
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
の
で
、
こ
れ
ま
で
年
金
事
務

所
に
届
け
出
て
い
た「
住
所
変
更
届
」や
亡
く
な
ら
れ
た
方
の
未

払
い
年
金
や
遺
族
年
金
を
ご
請
求
さ
れ
る
場
合
を
除
き
「
死
亡

届
」は
原
則
不
要
と
な
り
ま
し
た
。

未
払
い
年
金
を
受
け
ら
れ
る
場
合
や
遺
族
年
金
の
ご
請
求
の

場
合
は
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
年
金
事
務
所
等
で
の
手
続
き
が
必

要
で
す
。

※
日
本
年
金
機
構
に
お
い
て
、
住
民
票
コ
ー
ド
が
収
録
さ
れ
て

い
る
方
に
限
り
ま
す
。

（
住
民
票
コ
ー
ド
の
収
録
状
況
に
つ
き
ま
し
て
は
、平
成
23
年

６
月
に
日
本
年
金
機
構
か
ら
郵
送
さ
れ
た
年
金
振
込
通
知
書

等
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
）

※
年
金
事
務
所
等
へ
の
「
死
亡
届
」
が
不
要
と
な
る
の
は
、
死
亡

の
事
実
が
あ
っ
て
か
ら
、
７
日
以
内
に
市
区
町
村
に
死
亡
の

届
出
を
行
っ
た
場
合
の
み
で
す
。

※
ご
不
明
な
点
や
詳
し
い
内
容
は
幡
多
年
金
事
務
所

☎（
3
4
）1
6
1
6
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

年
金
相
談
の
お
知
ら
せ

　

8
月
18
日（
木
）、西
土
佐
総
合
支
所
で
、午
前
10
時
か
ら
午
後

3
時
ま
で
日
本
年
金
機
構
に
よ
る
年
金
相
談
を
行
い
ま
す
。
ど

う
ぞ
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

  

な
お
、相
談
時
に
は
、ご
本
人
・
代
理
人
確
認
の
た
め
の
身
分
証

明
書
（
運
転
免
許
証
等
）
や
年
金
手
帳
、
年
金
証
書
等
を
お
持
ち

く
だ
さ
い
。ま
た
、代
理
人
の
場
合
は
委
任
状（
基
礎
年
金
番
号
、

相
談
内
容
、
交
付
物
の
記
載
）
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は

左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
当
日
、
年
金
に
関
す
る
デ
ー
タ
の
交
付
を
希
望
さ
れ
る
場
合

　

は
、身
分
証
明
書
と
し
て
運
転
免
許
証
、パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
公

　

的
機
関
の
発
行
し
た
有
効
期
限
内
の
顔
写
真
付
身
分
証
明
書

　

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

日
本
年
金
機
構
幡
多
年
金
事
務
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
（
3
4
）
1
6
1
6

　

（
本
　
　

庁
）
市
民
課 

市
民
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
（
3
4
）
1
1
1
3

　

（
総
合
支
所
）
住
民
課 

住
民
国
保
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
（
5
2
）
1
1
1
1

四
万
十
市
体
験
型
観
光

受
入
研
究
会
だ
よ
り

四
万
十
市
体
験
型
観
光

受
入
研
究
会
だ
よ
り

　

関
西
方
面
の
稲
田
塾
小
学
生
中
高
学
年
15
名
が
、高
知
体

験
合
宿
の
一
環
と
し
て
7
月
23
日（
土
）、四
万
十
川
キ
ャ
ン

プ
場
付
近
に
て
、川
遊
び
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
四
万
十
川
と
鮎
の
生
態
、
川
え
び
の
獲
り
方
を
学

ん
だ
後
、
実
際
に
川
に
入
り
川
え
び
を
獲
り
ま
し
た
。
生
ま

れ
て
初
め
て
川
エ
ビ
を
獲
っ
た
と
い
う
生
徒
は
、「
サ
イ

コ
ー
」と
喜
び
の
声
を
あ
げ
、体
験
中
、川
エ
ビ
を
入
れ
た
水

槽
を
ず
っ
と
大
切
そ
う
に
抱
え
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
鮎
の
つ
か
み
獲
り
と
、
そ
の
鮎
を
焼
い
て
の
昼

食
を
と
り
、
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
付
け
て
川
で
泳
い
だ

り
、石
の
水
切
り
な
ど
を
し
ま
し
た
。

　

川
は
台
風
の
影
響
で
濁
り
が
取
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た

が
、四
万
十
川
で
の
数
々
の
体
験
に
大
満
足
の
様
子
で
し
た
。

　

稲
田
塾
の
四
万
十
市
で
の
体
験
学
習
は
例
年
行
わ
れ
て

お
り
、こ
れ
ま
で
に
も
、か
わ
ら
っ
こ
で
の
カ
ヌ
ー
体
験
や
、

郷
土
料
理
作
り
体
験
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

問
　

四
万
十
市
体
験
型
観
光
受
入
研
究
会
事
務
局（
観
光
課
） 

　
　

☎（
3
4
）1
7
8
3
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熱中症に注意をしましょう

防疫（害虫駆除）薬剤の販売店

普通救命講習受付中、お問い合わせは、四万十消防署0（34）5881　西土佐分署0（52)1143 警防係まで

症
　

状

め
ま
い
、
立
ち
く

ら
み
、
筋
肉
の
こ

む
ら
返
り
、
大
量

の
発
汗
。

頭
が
が
ん
が
ん

す
る（
頭
痛
）、
吐

き
気（
吐
く
）、
体

が
だ
る
い
（
倦
怠

感
）・
体
に
力
が

入
ら
な
い
、
集
中

力
や
判
断
力
の

低
下
。 

意
識
障
害
（
呼
び

か
け
に
対
し
反

応
が
お
か
し
い
・

会
話
が
お
か
し

い
な
ど
）
、
け
い

れ
ん
、
運
動
障

害
。 

対
処
法

涼
し
い
場
所
へ

移
動
、
安
静
に
し

体
を
冷
や
す
、
十

分
な
水
分
・
塩
分

（
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ

ン
ク
）補
給
。

 

涼
し
い
場
所
へ

移
動
、
安
静
に
し
、

水
分
（
ス
ポ
ー
ツ

ド
リ
ン
ク
）
補
給
。

水
分
が
飲
め
な

い
場
合
や
、
症
状

が
改
善
さ
れ
な

い
場
合
は
、
受
診

が
必
要
で
す
。

涼
し
い
場
所
へ

移
動
、
安
静
に
し

保
冷
剤
な
ど
で

体
を
冷
や
す
と

と
も
に
、
救
急
車

の
要
請
（
一
一
九

番
）。

重症度Ⅱ 重症度Ⅰ

　

暑
い
日
が
続
い
て
い
ま
す
。熱
中
症
に
か
か

ら
な
い
た
め
に
は
、
ま
ず
予
防
が
大
切
で
す
。

通
気
性
の
良
い
服
装
や
日
よ
け
対
策
を
心
が

け
、
室
内
で
も
室
温
・
湿
度
の
管
理
に
十
分
注

意
し
、エ
ア
コ
ン
や
扇
風
機
を
上
手
に
使
い
ま

し
ょ
う
。

　

ま
た
、の
ど
が
渇
か
な
く
て
も
こ
ま
め
に
水

分
補
給
を
し
て
く
だ
さ
い
。

8
平成23年

★『
明
治
時
代
の
中
村
』ー
写
真
を
探
し
て
い
ま
す
!!
ー
★

★ 

休
館
日
の
案
内 

★

一
般
書

８ （490冊）

児
童
書  

え
ほ
ん

/

ウルフ・ホール　上・下

きょう一日。

すぐそこのたからもの

電気をつくろう！

天上紅蓮

見えない恐怖

龍馬奔る　少年篇

我が家の問題

ヒラリー・マンテル

五木　寛之

よしもと　ばなな

高橋　隆雄

渡辺　淳一

松井　英介

山本　一力

奥田　英朗

宇宙少年

科学遊び大図鑑

ゴミにすむ魚たち

つぎのかたどうぞ

遠く不思議な夏

ひとりぼっちのガブ

ぼくがきょうりゅうだったとき

わたしのにわ

野口　聡一

かざま　りんぺい

大塚　幸彦

飯野　和好

斉藤　洋

あべ　弘士

まつおか　たつひで

ケビン・ヘンクス

　

７
月
広
報
で
も
お
願
い
し
ま
し
た
が
、９
月
の
秋
水
特
別
展
の
た
め
の

資
料
を
探
し
て
い
ま
す
。特
に
、秋
水
生
家
の
あ
た
り（
現
在
の
京
町
３
丁

目
付
近
）の
写
真
を
お
持
ち
の
人
は
、
ぜ
ひ
と
も
こ
の
機
会
に
提
供
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

併
せ
て
、幸
徳
秋
水
と
は
直
接
関
係
な
い
と
思
わ
れ
る
も
の
で
も
結
構

で
す
の
で
、明
治
時
代
の
写
真
が
あ
り
ま
し
た
ら
、お
知
ら
せ
願
い
ま
す
。

８
月
８
日（
月
）定
　

休
　

日
　
　
　

29
日（
月
）定
　

休
　

日

　
　

15
日（
月
）定
　

休
　

日
　

９
月
５
日（
月
）定
　

休
　

日

　
　

22
日（
月
）定
　

休
　

日
　
　
　

12
日（
月
）定
　

休
　

日

　
　

26
日（
金
）館
内
整
理
日
　
　
　

問 

市
立
図
書
館  

（
３
５
）２
９
２
３ 

開館時間　9：00～18：00 August

トイレや家の周り（敷地内）から発生した蚊やハエの駆除に対する防疫薬剤は、下記の薬局・薬店で購入できます。

　■問い合わせ先　（市）環境生活課　☎（34）6126

中西一貫堂薬局

太陽堂薬舗

木戸竹葉堂薬局

すみれ薬局

松本薬局

中村本町３丁目

中村東下町

中村京町１丁目

中村東町１丁目

中村一条通３丁目

（35）2245

（35）2250

（35）2012

（34）4193

（34）7144

店　　　　名 電話番号 電話番号住　　　　所 住　　　　所

いわせ薬局

さつき薬局駅前店

かもめ薬局中村店

かもめ薬局具同店

具同薬店

右山天神町

駅前町

古津賀４丁目

具同

渡川２丁目

（34）3663

（34）1806

（31）0781

（31）1222

（37）5497

店　　　　名
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～管理栄養士からのメッセージ～

作
り
方

（福祉事務所保育所係 管理栄養士 橋田典子）

①きゅうりは縦半分に切って斜めに切ります。大
　きな露地物なら１本で十分ですが、そのままだ
　と水っぽくなるので種を取り除きます。
②セロリは筋を取り除いて斜めに切り、焼き豚は
　短冊に切っておきます。
③フライパンにごま油を熱して焼き豚、セロリ、
　きゅうりの順に炒め、塩・こしょうで味をとと
　のえます。
※豆板醤（トウバンジャン）でピリッと辛味を
　効かせてもおいしいですよ。 

■夏の食材には水分の多いものがたくさんあります。きゅうりやスイカはその代
　表選手。きゅうりは、主成分の９０％以上が水分ですが、ビタミンや、カルシ
　ウム・カリウム・鉄などのミネラル、食物繊維をバランスよく含んでいます。
　煮て冷やしても、炒めてもおいしい露地物きゅうり、アレンジを楽しんでたく
　さん食べましょう。

栄養成分【１人分】
エネルギー：96kcal
たんぱく質：6.1g
脂　　　質：5.9g

所要時間約1０分

【材料１人分】 

きゅうりとセロリのしゃきしゃき炒め

　大きな露地物きゅうりがたくさんとれる季節、とれたてのきゅうりは、塩を

つけてかじるとみずみずしくてなんともおいしい！　

　汗だくの子どもたちがかぶりつく姿を見ると、となりのトトロのワンシーン

を思い出します。田舎暮らしの特権ですね。

　子どもが植えた我が家のきゅうりも日増しに成長中！　

　育てて食べるとおいしさも格別です。

きゅうり（200g）……1～2本

セロリ（300g）………2本

焼き豚（100g）………10g

ごま油………………大さじ1

塩・こしょう………適量

食
育

　夏は冷房等、エネルギー消費が大きく増加する季節です。
　冷房中の室温は、無理のない範囲で28℃に設定し、上手にエアコンと付き合いましょう。エアコンの節電
方法について紹介します。
○外から帰ってきて、部屋の中の空気が外よりも暑いと感じた時は、冷房をつける前に部屋を換気して熱を
　逃がしましょう。
○エアコンの温度設定は消費電力に大きく関わります。暑く感じた時は、風量を強くしてみましょう。また、
　スイッチの入切を繰り返して温度調節を行うと、急に部屋を冷やすことになり、電気を多く使います。風向
　ルーバーの向きも上向きか、水平方向に調整して、冷たい空気が上から下に循環するよう、温度むらを解消
　して効率的に室内を冷やしましょう。

○ドアはきちんと閉め、冷気を逃がさないようにしましょう。
○室外機は日陰に設置するか日除けで直射日光を防ぎ、
　室外機の吹き出し口をふさがないようにしましょう。

■問い合わせ先■　環境生活課　☎（34）6126

エアコンで節電を始めましょう

出典：ダイキン工業株式会社　http://www.daikin.co. jp/setsuden/

ごみの出し方３つのルール
① 決められた分け方、出し方で　
② 決められた日の朝、８時までに　
③ 決められた場所に出す
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駅名

有　岡　発

国　見　発

具　同　発

中　村　発

古 津 賀 発

土佐入野着

普通列車

16:28

16:34

16:38

17:00

17:03

17:11

特急列車

　

　

　

16:46

　

16:53

特急列車

17:44

17:47

17:52

普通列車

17:16

17:22

17:26

普通列車

18:29

18:35

18:39

18:48

18:52

19:00

特急列車

　

　

　

19:33

　

19:40

普通列車

19:42

19:48

19:52

19:59

20:02

20:10

シーサイドギャラリー2011夏に行くには……

発車時刻

21:38

21:42

21:46

21:50

21:55

21:59

22:03

22:09

駅名

浮　鞭　発

土佐入野 発

西 大 方 発

古 津 賀 発

中　村　発

具　同　発

国　見　発

有　岡　発

下り（浮鞭発宿毛行き
各駅停車の普通列車）　８月15日（月）に黒潮町で開催される“シーサイドギャラリー2011夏”に

あわせ、中村・宿毛方面へのお帰りに、普通列車の臨時列車運行を行います

ので、ぜひご利用ください。

※花火大会は20:40～21:20です。

　詳しくは砂浜美術館事務局0(43)4915までお問い合わせください。

　また、８月27日（土）に開催される“しまんと納涼花火大会”にあわせ、中村駅、具同駅から花火会

場への花火臨時バスを運行しますので、鉄道・バスをぜひご利用ください。

（花火臨時バスについての詳細は、2ページをご覧下さい。）

●問い合わせ先●　土佐くろしお鉄道株式会社　中村駅　0（35）4961

　

今
年
も
７
月
２
日
（
土
）
か
ら
宿
毛
〜
窪
川
間
で
、

だ
る
ま
夕
日
号
の
車
内
に
風
鈴
、
す
だ
れ
、
麦
わ
ら

帽
子
な
ど
を
装
飾
し
、
夏
を
意
識
し
た
「
風
鈴
列
車
」

が
運
行
し
て
い
ま
す
。

　

車
内
の
風
鈴
に
は
、
中
筋
保
育
所
と
東
中
筋
保
育

所
の
園
児
達
が
書
い
た
短
冊
が
付
け
ら
れ
、
涼
し
い

音
色
を
響
か
せ
て
い
ま
す
。

　

７
月
６
日
（
水
）
に
は
風
鈴
列
車
を
Ｐ
Ｒ
す
る
た

め
、
短
冊
を
作
っ
た
園

児
25
名
を
招
い
て
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
イ
ベ
ン
ト
を

行
い
ま
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
で
は
、
園

児
た
ち
が
有
岡
駅
・
国

見
駅
か
ら
中
村
駅
ま
で

風
鈴
列
車
の
体
験
乗
車

を
行
い
、
中
村
駅
構
内

に
設
置
し
た
笹
に
短
冊

を
飾
り
つ
け
た
り
、
ア

ン
パ
ン
マ
ン
列
車
の

見
学
や
土
佐
く
ろ
し

お
鉄
道
中
村
・
宿
毛
線

の
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
「
サ
ニ
ー
く

ん
」・「
サ
ン
コ
ち
ゃ

ん
」
と
記
念
撮
影
な
ど

を
行
っ
た
り
と
園
児

達
は
大
喜
び
で
し
た
。

　

そ
の
後
、
園
児
達
が

歌
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
と
し
て
、「
七
夕
さ
ま
」
を
合
唱

し
、
元
気
の
良
い
歌
声
で
会
場
を
大
い
に
盛
り
上

げ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

風
鈴
列
車
は
８
月
末
ま
で
運
行
し
て
い
ま
す
の

で
、
花
火
大
会
な
ど
夏
の
イ
ベ
ン
ト
に
ご
家
族
で

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
中
村
駅
に
は
、
市
内
の
有
志
の
方
か
ら
頂

い
た
南
部
鉄
の
風
鈴
が
涼
や
か
な
音
を
奏
で
て
い

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
一
度
、
中
村
駅
に
足
を
お
運
び
く

だ
さ
い
。
　

風
鈴
列
車
運
行
中
！

風
鈴
列
車
運
行
中
！

風
鈴
列
車
運
行
中
！

◎夏の花火大会にあわせ、普通列車の臨時運行を行います。◎夏の花火大会にあわせ、普通列車の臨時運行を行います。◎夏の花火大会にあわせ、普通列車の臨時運行を行います。
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四
万
十
川
　

花
絵
巻

睡
蓮
の
宴

日
　
　

時
　

９
月
６
日（
火
）
　

13
時
〜
15
時

集
合
場
所
　

四
万
十
川
キ
ャ
ン
プ
場

申
込
締
切
　

８
月
31
日（
水
）

※

保
険
の
関
係
が
あ
り
ま
す
の
で
、恐
れ
入
り
ま
す
が
ご
連

絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

申
込
場
所
　

四
万
十
市
観
光
振
興
連
絡
会
議

事 

務 

局
　

（
市
）観
光
課 

観
光
係

　
　
　
　
　

☎（
３
４
）１
７
８
３
　

Ｆ
Ａ
Ｘ（
３
４
）２
５
２
５

＊
鎌
も
し
く
は
鍬
の
あ
る
人
は
、ご
用
意
く
だ
さ
い
。

　

昨
年
度
、
日
本
経
済
新
聞
で
、「
春
を
満
喫
で
き
る
水
辺

の
名
所
」
と
し
て
全
国
第
２
位
に
選
考
さ
れ
た
入
田
柳
林

を
、皆
さ
ん
の
手
で
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
に
し
ま
せ
ん
か
!!

　

四
万
十
市
観
光
振
興
連
絡
会
議
「
菜
の
花
部
会
」
は
、
入

田
地
区
を
中
心
と
し
て
、
９
月

６
日
（
火
）
、
入
田
柳
林
の
整
備

を
行
い
ま
す
。

　

入
田
柳
林
は
、
春
は
菜
の
花

と
柳
の
新
芽
と
青
い
空
、
夏
は

柳
林
の
森
林
浴
、
秋
は
曼
珠
沙

華
と
四
万
十
の
幸
、
冬
は
ど
こ

ま
で
も
澄
み
切
っ
た
四
万
十
川

な
ど
、
１
年
を
通
じ
て
自
然
を

満
喫
し
て
い
た
だ
け
る
ポ
イ
ン

ト
で
す
。

　

ま
た
、
絶
滅
危
惧
２
類
の
マ

イ
ヅ
ル
テ
ン
ナ
ン
シ
ョ
ウ
の
自

生
の
地
で
も
あ
り
ま
す
。入
田
柳
林
の
水
辺
の
風
景
は
、市

民
の
皆
さ
ん
で
守
り
育
て
る
こ
と
で
、
四
万
十
市
の
大
き

な
財
産
に
な
る
で
し
ょ
う
。

　

皆
さ
ん
、お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、是
非
参
加
し
て
く
だ

さ
い
。

　

ト
ン
ボ
自
然
公
園
で
は
、
５
月
〜

10
月
の
毎
朝
、
色
と
り
ど
り
約
３
０

０
０
の
睡
蓮
の
花
が
咲
き
、
見
事
な

風
景
を
作
り
出
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
度
、
左
記
の
日
程
で
四
万
十

川
花
絵
巻
「
睡
蓮
の
宴
」
を
開
催
し
ま

す
。

　

皆
さ
ま
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
　

時
　

８
月
21
日（
日
）
　

８
時
〜
13
時
　

　
　
　
　

※

雨
天
決
行（
荒
天
中
止
）

場
　

所
　

ト
ン
ボ
自
然
公
園
内（
具
同
８
０
５
５
ー
５
）

催
し
物

９
時
　

生
き
物
探
し
ゲ
ー
ム（
ト
ン
ボ
自
然
公
園
屋
外
）

　
　
　

※

雨
天
時
は
学
遊
館
内
で
推
理
ゲ
ー
ム
に
な
り
ま
す
。

　
　
　

３
人
１
組
の
20
組（
60
人
）先
着

　
　
　

景
品
有（
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
）

　
　
　

（
参
加
料
１
組 

５
０
０
円
）

10
時
　

夏
休
み
宿
題
応
援
企
画

　
　
　

ビ
ー
ズ
ト
ン
ボ
、携
帯
ス
ト
ラ
ッ
プ
作
り
　
　

　
　
　

※

入
館
料
に
加
え
材
料
費
５
０
０
円
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

８
時
〜
13
時
　

臨
時
観
光
案
内

　
　
　
　
　
　

睡
蓮
プ
レ
ゼ
ン
ト（
入
館
者
先
着
１
０
０
人
）

　
　
　
　
　
　

具
同
婦
人
会
の
飲
食
販
売

　
　
　
　
　
　

（
寿
司
、そ
う
め
ん
、か
き
氷
、ポ
テ
ト
）

10
時
・
15
時
　

ト
ン
ボ
自
然
公
園
内
　

花
ガ
イ
ド

問
い
合
わ
せ
先

　

（
社
）四
万
十
市
観
光
協
会
　

☎（
３
５
）４
１
７
１

ゲ
ー
ム
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
先

　

四
万
十
川
学
遊
館
　

☎（
３
７
）４
１
１
１

入
田
柳
林
を

み
ん
な
の
力
で
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
へ
!!

入
田
柳
林
を

み
ん
な
の
力
で
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
へ
!!

　

キ
イ
ト
ト
ン
ボ
に
ギ
ン
ヤ
ン
マ
、
シ
ョ
ウ
ジ
ョ
ウ

ト
ン
ボ
に
チ
ョ
ウ
ト
ン
ボ
。
真
夏
の
ト
ン
ボ
池
は
原

色
も
鮮
や
か
な
個
性
派
ぞ
ろ
い
。た
だ
こ
の
季
節
、ト

ン
ボ
観
察
に
夢
中
に
な
っ
て
い
る
と
熱
中
症
の
危
険

も
。そ
こ
で
ま
ず
、そ
の
予
防
を
ト
ン
ボ
た
ち
が
教
え

て
く
れ
る
と
い
う
お
話
か
ら
。

　

シ
ョ
ウ
ジ
ョ
ウ
ト
ン
ボ
や
チ
ョ
ウ
ト
ン
ボ
な
ど
は

日
差
し
が
強
く
な
っ
て
く
る
と
、
体
に
当
た
る
日
光

の
量
を
少
な
く
す
る
た
め
に
、
棒
く
い
の
先
で
逆
立

ち
を
し
た
り
ぶ
ら
下
が
っ
た
り
す
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。特
に
、光
を
反
射
さ
せ
る
反
射
板
の
よ
う
な
ハ
ネ

を
持
つ
チ
ョ
ウ
ト
ン
ボ
が
そ
ん
な
ポ
ー
ズ
を
取
り
始

め
た
ら
要
注
意
、
す
ぐ
に
涼
し
い
場
所
に
退
避
し
て

く
だ
さ
い
。
か
つ
て
、大
阪
の
お
か
あ
さ
ん
た
ち
は
、

夏
休
み
に
外
出
す
る
子
供
に
、「
ト
ン
ボ
が
逆
立
ち
し

た
ら
帰
っ
て
お
い
で
」
と
送
り
出
し
て
い
た
そ
う
で

す
。

　

お
盆
を
過
ぎ
る
と
、
林
の
縁
に
赤
く
色
付
き
始
め

た
マ
ユ
タ
テ
ア
カ
ネ
や
ヒ
メ
ア
カ
ネ
の
オ
ス
が
目
に

付
き
始
め
ま
す
。
花
の
方
は
ス
イ
レ
ン
が
ひ
と
時
の

涼
を
運
ん
で
く
れ
る
ほ
か
、
盆
花
こ
と
ミ
ソ
ハ
ギ
や

ヨ
メ
ナ
が
季
節
の
移
ろ
い
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。

チョウトンボ　オスの逆立ち

ミソハギ

や
な
ぎ
り
ん
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韓
国
テ
レ
ビ
が
秋
水
を
取
材

韓
国
テ
レ
ビ
が
秋
水
を
取
材

 

　

7
月
1
日
、
韓
国
ソ
ウ
ル
の
Ｓ
Ｂ
Ｓ
テ
レ
ビ
の

記
者
や
カ
メ
ラ
マ
ン
一
行
が
幸
徳
秋
水
を
取
材
す

る
た
め
に
、本
市
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
毎
年
８
月
15
日
の
独
立
記
念
日
に
放

送
し
て
い
る
特
別
番
組
に
、今
年
は
、朝
鮮
独
立
に

影
響
を
与
え
た
日
本
人
3
人
を
取
り
あ
げ
る
こ
と

に
な
り
、
そ
の
1
人
に
幸
徳
秋
水
が
選
ば
れ
た
た

め
で
す
。

　

秋
水
は
朝
鮮
独
立
運
動
と
は
、
直
接
の
関
係
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、「
平
民
新
聞
」
紙
上
に
お
い
て
韓

国
併
合
に
反
対
す
る
論
陣
を
張
っ
た
こ
と
や
、
初

代
韓
国
統
監
の
伊
藤
博
文
を
銃
殺
し
た
安
重
根
を

詠
ん
だ
漢
詩
を
残
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
著
名
な
抗
日
運
動
家
で
あ
る
シ
ン
・

チ
ェ
ホ
な
ど
に
大
き
な
思
想
的
影
響
を
与
え
た
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

担
当
の
李
記
者
に
よ
る
と
、「
秋
水
が
韓
国
の
テ

レ
ビ
で
紹
介
さ
れ
る
の
は
初
め
て
。
韓
国
の
人
た

ち
に
、
帝
国
主
義
に
反
対
し
た
秋
水
や
そ
の
顕
彰

を
続
け
る
四
万
十
市
の
活
動
を
伝
え
た
い
」
と
の

こ
と
で
し
た
。
　

　

ち
な
み
に
、あ
と
の
2
人
は
、朝
鮮
独
立
運
動
家

の
弁
護
活
動
を
続
け
た
弁
護
士
の
布
施
辰
治
と
、

関
東
大
震
災
の
混
乱
の
中
で
、
朝
鮮
人
無
政
府
主

義
者
朴
烈
と
と
も
に
大
逆
罪
で
起
訴
さ
れ
た
金
子

文
子
を
取
り
あ
げ
る
そ
う
で
す
。

　

番
組
の
ビ
デ
オ
は
提
供
を
受
け
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
覧
に
な
り
た
い
方
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

＊
日
本
語
放
送
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
　

（
市
）
教
育
委
員
会 

生
涯
学
習
課

　
　

☎
（
3
4
）
7
3
1
1

歴
史
の
窓

歴
史
の
窓

冷 

泉 

家

冷
泉
家
は
、近
衛
中
将
に
代
々
任
官
さ
れ
た
羽
林
家
と
呼
ば
れ
る
家
柄
の
公

家
で
あ
り
、「
和
歌
の
家
」と
し
て
の
格
式
を
も
ち
、現
在
ま
で
約
８
０
０
年
間
、

冷
泉
流
歌
道
を
伝
承
し
て
い
る
。

　

新
今
和
歌
集
、小
倉
百
人
一
首
の
撰
者
で
あ
る
藤
原
定
家
の
孫
、為
相（
１
２

６
３－

１
３
２
８
）を
始
祖
と
す
る
。

　

五
摂
家
の
一
條
家
が「
文
の
家
」と
も
い
わ
れ
る
の
は
、冷
泉
家
と
深
い
関
係

が
あ
っ
た
た
め
で
も
あ
る
。一
條
教
房
の
夫
人
・
宣
旨
殿
は
冷
泉
家
出
身（
４
代

為
之
の
娘
）。

　

応
仁
２
年
（
１
４
６
８
）
、
教
房
が
中
村
に
向
か
う
に
あ
た
っ
て
は
、
土
佐
高

岡
蓮
池
城
主
大
平
氏
の
協
力
が
あ
っ
た

こ
と
が
大
き
く
、
和
泉
国
堺
港
ま
で
迎

え
の
船
を
差
し
向
け
て
い
る
が
、
大
平

氏
夫
人
も
冷
泉
家
と
つ
な
が
り
の
あ

る
、
宣
旨
殿
の
縁
者
で
あ
っ
た
と
み
ら

れ
て
い
る
。

　

明
治
維
新
後
、
一
條
家
を
含
め
て
京

都
御
苑
内
に
屋
敷
の
あ
っ
た
多
く
の
有

力
公
家
は
、
天
皇
の
東
京
遷
都
に
伴
な

い
東
京
に
移
っ
た
が
、
御
苑
の
北
側
に

あ
っ
た
冷
泉
家
は
京
都
留
守
居
番
と
い

う
名
目
で
残
っ
た
こ
と
か
ら
、
結
果
的

に
関
東
大
震
災
や
空
襲
に
も
遭
わ
ず
、

伝
統
的
な
公
家
屋
敷
が
保
存
さ
れ
た
こ

と
に
な
る
。
　

　

冷
泉
家
の
屋
敷
（
重
要
文
化
財
）
は
寛
政
２
年
（
１
７
９
０
）
に
建
て
ら
れ
た

も
の
で
あ
り
、
現
存
す
る
公
家
建
物
で
は
最
も
古
い
。
敷
地
内
の
土
蔵
「
御
文

庫
」
に
は
、
俊
成
、
定
家
の
自
筆
本
や
、定
家
の
自
筆
日
記
「
明
月
記
」
を
は
じ
め

と
す
る
国
宝
５
件
、
重
要
文
化
財
47
件
な
ど
の
古
典
籍
、
文
書
類
が
所
蔵
さ
れ

て
い
る
。

　

貴
重
な
資
料
に
加
え
、昔
な
が
ら
の
年
中
行
事
や
和
歌
の
家
と
し
て
の
伝
統

を
保
持
す
る
た
め
、１
９
８
１
年
、財
団
法
人
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫（
名
称
は
定

家
の
小
倉
山
山
荘
に
由
来
）が
設
立
さ
れ
た
。初
代
理
事
長
は
24
代
為
任
氏
。

　

現
理
事
長
で
当
主
は
25
代
為
人
氏
。

　

貴
実
子
氏
は
そ
の
夫
人
で
為
任
氏
の
長
女
。

冷泉家（京都市今出川通烏丸東入ル）

れ
い　

ぜ
い

う
り
ん
け

た
め
す
け

パ
ク
ヨ
ル

■ 冷泉貴実子先生の市民大学・第４講座「京の文化と歌のこころ」は8月29日（月）に開講します。詳細については32ページをご覧ください。

ア
ン
ジ
ュ
ン
グ
ン
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四
万
十
市
ふ
る
さ
と
応
援
団
員
の
黒
田

雅
夫
さ
ん
（
京
都
府
亀
岡
市
在
住
、
昭
和
12

年
生
、石
材
店
経
営
）か
ら
本
市
に
対
し
て
、

貴
船
石（
庭
石
）の
寄
贈
を
受
け
ま
し
た
。

　

黒
田
さ
ん
は
廟
嶺
京
都
開
拓
団
の
元
団

員
。
撫
順
の
難
民
収
容
所
を
離
れ
、
中
国
で

孤
児
に
な
っ
た
あ
と
、開
拓
団
か
ら
遅
れ
て

帰
国
し
ま
し
た
。

　

今
回
「
ふ
る
さ
と
応
援
団
員
か
ら
の
便

り
」を
い
た
だ
い
た
相
井
道
夫
さ
ん
と
一
緒

に
、昨
年
７
月
、西
土
佐
に
来
ら
れ
ま
し
た
。

　

い
た
だ
い
た
貴
船
石
は
京
都
鴨
川
の
源

流
域
に
あ
た
る
貴
船
で
産
出
さ
れ
る
変
成

岩
で
あ
り
、
い
ま
は
ほ
と
ん
ど
採
れ
ま
せ

ん
。
庭
石
で
は
最
高
級
品
と
さ
れ
て
お
り
、

市
役
所
玄
関
前
に
案
内
板
と
一
緒
に
設
置

し
ま
し
た
。

　

ほ
か
に
鞍

馬
石
、
白
川

石
な
ど
も
い

た
だ
き
ま
し

た
の
で
、
玉

姫
さ
く
ら
会

館
（
中
村
新

町
３
丁
目
）

の
庭
に
設
置

を
し
て
い
ま

す
。 貴 

船 

石 

（
庭 

石)

　

今
か
ら
60
数
年
前
、
旧
満
州
に
関
東
軍
の
派
遣
要
請
に
よ
り
、
廟
嶺
京

都
開
拓
団
が
あ
っ
た
。そ
こ
は
吉
林
省
樺
甸
と
北
朝
鮮
白
頭
山
を
結
ぶ
幹

線
道
路
の
傍
ら
、山
間
僻
地
の
現
地
人
集
落
に
日
本
人
が
数
家
族
ず
つ
配

置
さ
れ
、
開
拓
団
が
構
成
さ
れ
て
い
た
。
終
戦
時
に
は
約
５
０
０
人
が
生

活
し
て
い
た
。

　

大
清
溝
江
川
崎
開
拓
団
の
人
々
は
、こ
の
道

路
と
は
異
な
る
が
、廟
嶺
か
ら
さ
ら
に
数
十
キ

ロ
離
れ
た
奥
地
に
入
植
さ
れ
て
い
た
。敗
戦
後

の
昭
和
20
年
８
月
24
日
、廟
嶺
に
避
難
し
て
来

ら
れ
た
事
か
ら
、
私
た
ち
と
の
出
会
い
が
始

ま
っ
た
。
９
月
５
日
か
ら
現
地
人
の
襲
撃
、
略

奪
、
無
差
別
殺
害
が
起
こ
り
始
め
、
日
本
人
家

族
の
悲
惨
な
歴
史
が
始
ま
っ
た
。

　

然
し
、
幼
少
期
の
私
は
、
江
川
崎
の
人
々
と

合
流
し
た
事
も
、同
じ
体
験
を
し
て
吉
林
ま
で

避
難
し
、翌
６
月
博
多
港
の
引
き
揚
げ
ま
で
同

じ
経
路
を
と
っ
た
事
も
知
ら
な
か
っ
た
。

　

昨
年
５
月
、私
の
拙
著
を
読
ま
れ
た
田
中
市

長
さ
ん
か
ら「
西
土
佐
村
で
生
存
す
る
人
々
が

お
ら
れ
る
の
で
、再
会
を
考
え
た
ら
ど
う
で
す

か
」と
連
絡
が
あ
る
ま
で
は…

　

『
さ
い
は
て
の
い
ば
ら
道
』
を
編
集
さ
れ
た
西
ヶ
方
の
武
田
邦
徳
さ
ん

か
ら
も
電
話
を
頂
い
た
。武
田
さ
ん
の
悲
し
い
手
記
記
述
に
は
深
い
感
銘

を
受
け
た
。私
自
身
、廟
嶺
到
着
直
後
、保
安
屯
集
落
に
１
か
月
ほ
ど
滞
在

し
た
。
ま
だ
幼
少
期
と
て
集
落
の
全
体
像
は
定
か
で
な
い
が
、
村
や
周
辺

の
川
、
池
の
情
景
が
記
憶
に
残
っ
て
い
る
。
悲
痛
な
場
面
を
想
像
し
な
が

ら
、
そ
の
時
本
当
に
申
し
訳
の
な
い
気
持
ち
に
な
っ
た
。
も
し
廟
嶺
に
京

都
開
拓
団
が
い
な
か
っ
た
ら
、江
川
崎
の
人
々
は
巻
き
込
ま
れ
な
か
っ
た

か
と…

ご
家
族
の
ご
冥
福
を
深
く
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　

昨
年
７
月
17
日
、京
都
の
２
人（
黒
田
、相
井
）で
西
土
佐
を
訪
れ
た
。民

宿
に
は
、
武
田
邦
徳
さ
ん
、
武
内
増
美
さ
ん
、
竹
内
美
佐
子
さ
ん
、
上
山
比

佐
子
さ
ん
ら
が
み
え
て
い
た
。

　

一
緒
に
収
容
さ
れ
て
い
た
撫
順
の
工
業
学
校
跡
で
は
、そ
の
日
の
食
糧

と
し
て
高
粱
が
配
給
さ
れ
た
が
、
副
食
品
は
な
い
。
衣
服
、
着
替
え
、
ふ
と

ん
な
し
。
暖
房
も
な
く
、
所
持
金
な
し
で
、
物
も
買
え
な
い
。
働
け
る
大
人

の
男
以
外
は
教
室
床
板
の
上
で
極
貧
の
難
民
生
活
、毎
日
寒
さ
に
耐
え
な

が
ら
生
活
し
て
い
た
。
そ
ん
な
体
験
か
ら
、
当
時
の
子
供
た
ち
に
は
日
本

人
同
士
の
仲
間
意
識
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

こ
の
日
の
会
話
で
は
、
廟
嶺
で
襲
撃
さ
れ
た
体
験
や
、
避
難
途
上
で
の

襲
撃
、掠
奪
な
ど
果
て
し
な
く
湧
い
て
出
て
く
る
が
、話
し
合
う

時
間
が
短
い
。生
き
て
い
て
こ
そ
当
時
の
状
況
が
話
し
合
え
る

と
い
う
、人
生
の
有
り
難
み
を
ほ
ん
の
一
瞬
味
わ
っ
た
。２
時
間

ほ
ど
が
あ
っ
け
な
く
終
わ
っ
た
。

　

翌
日
は
、武
内
勉
さ
ん
ら
の
案
内
で
開
拓
団
慰
霊
碑
と
忠
霊

塔
に
参
拝
。権
谷
せ
せ
ら
ぎ
交
流
館（
分
村
資
料
室
）に
も
行
く
。

　

過
去
の
戦
争
体
験
を
風
化
さ
せ
な
い
為
に
も
、次
世
代
の
教

育
の
為
に
も
、公
の
こ
う
し
た
歴
史
資
料
、写
真
展
示
館
が
ど
の

県（
京
都
を
含
め
て
）の
地
域
に
も
必
要
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

中
川
末
子
さ
ん
を
訪
ね
た
。そ
の
人
は
、撫
順
露
天
掘
り
で
同

級
生
と
地
底
ま
で
降
り
て
石
炭
拾
い
を
し
て
生
活
費
を
捻
出
し

て
い
た
と
手
記
に
載
せ
て
い
た
。私
も
同
じ
こ
と
を
し
た
が
、そ

れ
は
大
変
危
険
な
体
験
だ
っ
た
。

　

中
川
さ
ん
は
親
戚
の
河
野
信
夫
さ
ん
宅
に
お
ら
れ
た
。
ち
ょ

う
ど
法
事
の
最
中
で
、親
戚
縁
者
の
賑
わ
い
の
中
で
ご
馳
走
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
。こ
の
お
宅
裏
に
は
立
派
な
墓
地
が
あ
り
、一

同
が
参
拝
し
た
。

　

河
野
さ
ん
も
同
じ
引
き
揚
げ
者
で
竹
内
美
佐
子
さ
ん
の
弟
。
席
上
、
石

炭
拾
い
や
帰
国
船
白
龍
丸
で
の
悲
し
か
っ
た
水
葬
の
状
況
が
話
さ
れ
て

い
た
。
恐
怖
の
体
験
や
悲
哀
の
感
情
は
、
何
年
経
っ
て
も
消
え
な
い
と
思

わ
れ
た
。

　

３
日
間
の
旅
で
、四
万
十
市
の
各
地
や
足
摺
岬
を
案
内
や
見
学
さ
せ
て

頂
き
、
大
勢
の
方
々
の
思
い
が
け
な
い
ご
厚
意
を
頂
き
、
有
り
難
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
第
２
の
ふ
る
さ
と
に
な
っ
た
四
万
十
市
の
将
来
の
発
展
と
、

お
世
話
に
な
っ
た
皆
様
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

満
州
で
の
出
会
い

相
井
　

道
夫 

京
都
府
城
陽
市

昭
和
７
年
生
ま
れ 

四
万
十
市
ふ
る
さ
と
応
援
団
員
か
ら
の
便
り

相井道夫さん（右２人目）、黒田雅夫さん（右端）
（昨年７月、半家・河野信夫さん宅）

び
ょ
う
れ
い

か
で
ん

コ
ウ
リ
ャ
ン

ほ
あ
ん
と
ん
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　市県民税　2期分

　国民健康保険税　2期分

社債購入名目の詐欺に
ご注意ください！！

問 申

平成23年度　市立学校体育施設 下半期利用申込受付　

（
市
）
教
育
委
員
会
で
は
、
地
域
に
お
け
る
ス

ポ
ー
ツ
活
動
の
普
及
を
目
的
と
し
た
、
市
内
小

中
学
校
体
育
施
設【
中
村
地
域
】の
夜
間
開
放
を

行
っ
て
い
ま
す
。10
月
か
ら
来
年
3
月
ま
で
の

利
用
を
希
望
さ
れ
る
団
体
は
、
左
記
に
よ
り
申

し
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。（
上
半
期
に
既
に
利

用
さ
れ
て
い
る
団
体
も
申
し
込
み
が
必
要
で

す
）

利
用
期
間
　

平
成
23
年
10
月
〜
平
成
24
年
3
月

申
込
受
付
期
間
　

8
月
8
日（
月
）〜
19
日（
金
）

（
8
時
30
分
〜
17
時
15
分
／
土
、日
を
除
く
）

開
放
施
設
　

体
育
館
、武
道
場
、運
動
場

※
開
放
で
き
る
学
校
、曜
日
、時
間
帯
な
ど
に
つ

　

い
て
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

お
知
ら
せ

（市）教育委員会 社会体育課　
（34）2071

市民の手で成功させよう！　第1７回 　

10
月
16
日（
日
）に
開
催
す
る「
第
17
回

四
万
十
川
ウ
ル
ト
ラ
マ
ラ
ソ
ン
」の
参
加

申
込
の
受
付
を
行
い
、全
国
46
都
道
府
県

か
ら
前
回
に
続
き
４
千
名
を
越
え
る
、

４
，０
７
4
名
の
申
込
み
が
あ
り
ま
し

た
。こ
の
中
か
ら
抽
選
に
よ
り
２
０
０
０

人
の
ラ
ン
ナ
ー
が
秋
の
四
万
十
路
を
駆

け
抜
け
ま
す
の
で
、皆
さ
ま
の
応
援
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

大
会
当
日
は
、コ
ー
ス
上
へ
の
車
両
の

乗
り
入
れ
を
で
き
る
だ
け
自
粛
し
て
い

た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

問

お
知
ら
せ

６０ｋｍ

１００ｋｍ

合　計

男　性

　 ７２５

２,５８２

３,３０７

女　性

３３０

４３７

７６７

合　計

１,０５５

３,０１９

４,０７４

四万十川ウルトラマラソン実行委員会事務局（市民スポーツセンター内）

四万十川ウルトラマラソン実行委員会西土佐事務局（西土佐ふれあいホール内）

四万十川ウルトラマラソン

手口
　東京の会社を名乗り、「○○
という大きな会社から社債購
入申込書が届いている人を探
している。選ばれた人に送っ
ているが、必要がなければ高
値で買い取る。」などと電話を
かけて購入意欲をあおり、後
日、社債購入申込書などを送
りつけ、購入代金をだまし取
る。

対策
　不審に思ったときは、すぐ
に中村署に通報してください。

その他
　高知市内において高額の被
害が発生しています。
　今後、同種事案の発生が予
想されますので、十分に注意
してください。

中村地区地域安全協会

（中村警察署内）☎（34）0110

問

催
　

し

問

　

0
歳
児
か
ら
入
場
で
き
る
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
の
フ
ァ

ミ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト『
音
楽
の
お
く
り
も
の
』が
西
土
佐

ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
本
格
ク
ラ
シ
ッ
ク
か
ら
有
名

ア
ニ
メ
主
題
歌
や
童
謡
ま
で
、
幅
広
い
世
代
を
対
象
と

し
た
誰
も
が
楽
し
む
事
の
で
き
る
「
気
軽
に
行
く
事
の

で
き
る
ク
ラ
シ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト
」で
す
。

　

数
少
な
い
乳
幼
児
同
伴
で
入
場
す
る
こ
と
の
で
き
る

ク
ラ
シ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。ぜ
ひ
、小
さ
な
子
ど
も

た
ち
に「
ひ
ざ
の
上
の
一
等
席
」を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
あ

げ
て
く
だ
さ
い
。

日
　

時
　

９
月
３
日（
土
）

　
　
　
　

14
時
〜
15
時
30
分
　

場
　

所
　

西
土
佐
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル

出
　

演
　

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
・
デ
ィ
ヴ
ェ
ル
タ
ー
ズ

司
会
・
フ
ル
ー
ト
　

一
村
誠
也

入
場
料
　

大
人
　

１
０
０
０
円

　
　
　
　

高
校
生
以
下
　

５
０
０
円

※
未
就
学
児
は
無
料
で
す
が
、
座
席
が
必
要
な

　

場
合
は
チ
ケ
ッ
ト
を
購
入
し
て
く
だ
さ
い
。

チ
ケ
ッ
ト
販
売

　

西
土
佐
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル
、
西
土
佐
総
合
支

　

所
、市
立
中
央
公
民
館
　

他

西土佐ふれあいホール自主事業『音楽のおくりもの』

（市）教育委員会 西土佐事務所　☎（52）1110
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教
室
・
講
座

問 申申

催
　

し

問

四万十市シルバー人材センター 警備員講習とまろっと 夏のイベント 　

と
ま
ろ
っ
と
で
は
こ
の
夏
も
シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
体
験
や
イ

ベ
ン
ト
を
行
い
ま
す
。
小
さ
な
お
子
さ
ん
も
楽
し
め
る
イ

ベ
ン
ト
で
す
。ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
体
験
　

〜
初
心
者
向
け
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
〜

　

四
万
十
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
警
備
の
仕
事

に
携
わ
る
た
め
に
必
要
な
知
識
や
技
能
を
修
得
し
て
い
た

だ
く
た
め「
警
備
員
講
習
」を
無
料
で
開
催
し
ま
す
。

日
　

時
　

8
月
6
日（
土
）、10
日（
水
）
　

13
時
30
分
〜

　
　
　
　

8
月
28
日（
日
）
　

9
時
30
分
〜

　
　
　
　

※
い
ず
れ
も
2
時
間
程
度
の
予
定

料
　

金
　

大
人（
高
校
生
以
上
）
　

3
0
0
0
円

　
　
　
　

小
人（
小
〜
中
学
生
）
　

2
0
0
0
円

　
　
　
　

幼
児（
3
歳
以
上
）
　
　

1
0
0
0
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

※
保
険
料
含
む

定
　

員
　

先
着
10
人
ま
で

■
と
ま
ろ
っ
と
夏
祭
り

日
　

時
　

8
月
20
日
（
土
）
　

18
時
〜 

※
小
雨
決
行

内
　

容
　

夜
店
、
バ
ナ
ナ
の
叩
き
売
り
、
ピ
エ
ロ
の

　
　
　
　

バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
、じ
ゃ
ん
け
ん
大
会
　

　
　
　
　

（
景
品
多
数
あ
り
）

入
場
料
　

無
料
　
　
　

※
出
店
者
も
募
集
中
で
す

国や県、市の仕事に対する苦情や要望

《相談委員》武田 二三生 ☎（35）6414

　        正木 卓夫　 ☎（37）2560

（本　　庁）

　総務課 ☎（34）1804

（総合支所）
　地域企画課

　☎（52）1111

幡多福祉人材バンク

（四万十市社会福祉協議会内）

☎（35）5514

日本政策金融公庫

高知支店 農林水産事業

☎ 088-825-1091

行政相談所

日　時 場　所 相談内容 問い合わせ先

福祉のしごと
移動相談

福祉のしごと
日曜相談

無料農業経営相談

毎週月～金曜日
9時～17時

8月28日（日）　

13時～17時

8月25日（木）

社会福祉

　　センター

社会福祉

　　センター

JA高知はた

　　本所3階

福祉関係の仕事に就職・転職を希

望する人の登録と就職に関して

の相談（無料・秘密厳守）

農業に関する借入相談、経営全般

に関するお悩みなどの相談

（要事前予約）

相
　

談

定期相談所

奥屋内下集会所 《相談委員》中平 貞行　☎（52）1632

8月19日（金）

13時～16時

8月10日（水）

9時～12時

オートキャンプ場　とまろっと

☎（33）0101  （8時30分～17時15分）

日
　

程
　

9
月
16
日（
金
）〜
29
日（
木
）の

　
　
　
　

土
・
日
・
祝
日
を
除
く
8
日
間

時
　

間
　

9
時
30
分
〜
16
時
30
分

場
　

所
　

市
立
文
化
セ
ン
タ
ー

定
　

員
　

20
人

　
　
　
　

（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

対
象
者

①
就
職
を
希
望
す
る
55
歳
以
上
の
人
。

　

（
性
別
不
問
）

②
公
共
職
業
安
定
所
に
お
い
て
求
職
登
録
を
し

　

て
い
る
人
。

③
全
日
程
出
席
可
能
な
人
。

申
込
方
法
　

下
記
ま
で
電
話
に
て
申
し
込
み
く

　
　
　
　
　

だ
さ
い

四万十市シルバー人材センター

☎(35)3117

日
　
　

時
　

８
月
28
日（
日
）

　
　
　
　
　

９
時
30
分
〜
12
時

　
　
　
　
　

小
雨
決
行
（
川
の
状
況
に
よ
り
中
止
と
す

　
　
　
　
　

る
場
合
あ
り
。前
日
の
正
午
に
決
定
）

集
合
場
所
　

四
万
十
川
大
橋
下
流
河
川
敷（
鍋
島
）

　
　
　
　
　

※
現
地
集
合
・
解
散

対
　
　

象
　

小
学
４
年
生
以
上
で
泳
ぐ
こ
と
が
で
き
る
人

募
集
人
数
　

30
人（
参
加
費
無
料
）

申
込
期
間
　

８
月
24
日（
水
）ま
で

　
　
　
　
　

８
時
30
分
〜
17
時
15
分
ま
で

　

（
12
時
〜
13
時
、土
・
日
を
除
く
）

申
込
方
法
　

所
定
の
申
込
書
を
提
出
。な
お
、未
成
年
　

　
　
　
　
　

者
は
保
護
者
の
承
諾
書
が
必
要
。

そ 
の 

他
　

当
日
は
、
水
に
濡
れ
て
も
良
い
服
装
で
　

　
　
　
　
　

お
越
し
く
だ
さ
い
。

主
催
者
側
で
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
に
加
入
し
ま
す
が
、

そ
れ
以
外
の
補
償
は
あ
り
ま
せ
ん
。

教
室
・
講
座

ボート教室参加者募集

問 申
（市）教育委員会 社会体育課

☎（34）2071

←清水

←下田

鍋島

コンビニ

実崎

☆本部

四
万
十
大
橋

R321

四万十川

　

四
万
十
川
の
風
を
感
じ
な
が
ら
、
あ
め
ん
ぼ
の
よ
う

に
水
上
を
ボ
ー
ト
で
走
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

高
知
国
体
ボ
ー
ト
競
技
の
感
動
を
再
び
!!
初
心
者
で

も
Ｏ
Ｋ
!!
興
味
の
あ
る
方
は
是
非
!!
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成
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教
室
・
講
座

問

　

熱
い
夏
に
ク
ー
ル
な
演
奏
会
は
い
か
が
で
す
か
。
音

楽
祭
な
ら
で
は
の
価
格
で
す
。ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

【
中
村
交
響
楽
団 

第
79
回
定
期
演
奏
会
】

　

林
靖
子（
ピ
ア
ノ
）、武
吉
加
枝（
フ
ル
ー
ト
）、浦
田
旬

子（
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
）さ
ん
の
独
奏
も
お
楽
し
み
に
！

日
　

時
　

８
月
14
日（
日
）14
時
開
演（
13
時
30
分
開
場
）

曲
　

目
　

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト：
ピ
ア
ノ
協
奏
曲
Ｋ
Ｖ
４
８
８

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  
イ
長
調
第
1
楽
章

　
　
　
　

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン：

交
響
曲
第
1
番
ハ
長
調
　

ほ
か

会
　

場
　

市
立
文
化
セ
ン
タ
ー

チ
ケ
ッ
ト
　

（
前
売
）一
般：

1
0
0
0
円

　
　
　
　
　
　
　
　

高
校
生
以
下：

5
0
0
円

　
　
　
　
　

（
当
日
）各
2
0
0
円
増

【
京
都
大
学
交
響
楽
団 

四
万
十
市
公
演
】

　

95
年
の
歴
史
の
あ
る
学
生
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
で
す
。

1
1
4
名
が
来
市
し
ま
す
。
市
立
中
村
西
中
学
校
吹
奏

楽
部
生
徒
さ
ん
と
の
共
演
も
お
楽
し
み
に
！

日
　

時
　

８
月
30
日（
火
）18
時
30
分
開
演（
18
時
開
場
）

曲
　

目
　

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン：

交
響
曲
５
番「
運
命
」

　
　
　
　

チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー：

「
白
鳥
の
湖
」
　

ほ
か

会
　

場
　

市
立
文
化
セ
ン
タ
ー

チ
ケ
ッ
ト
　

一
般：

5
0
0
円
　

　
　
　
　
　

高
校
生
以
下：

無
料

チ
ケ
ッ
ト
販
売
所

市
立
中
央
公
民
館
、教
委
西
土
佐
事
務
所
、ア
ピ

ア
さ
つ
き
、サ
ニ
ー
マ
ー
ト
四
万
十
店
、土
佐
く

ろ
し
お
鉄
道
中
村
駅
、
市
内
楽
器
店
、
鈴
ハ
イ

ヤ
ー
、
澤
近
画
廊
、
総
合
衣
料
田
中
屋
、
ド
コ
モ

シ
ョ
ッ
プ
四
万
十
東
店
、市
立
文
化
セ
ン
タ
ー

第３回 幡多ふれあい医療公開講座
日
　

時
　

８
月
21
日（
日
）13
時
開
場
、13
時
30
分
開
講

場
　

所
　

市
立
中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル

内
　

容
　

　

佐
竹
幸
重（
さ
た
け
小
児
科 

院
長
）

　
　

「
子
育
て
と
子
供
の
病
気
」

　

白
石
泰
資（
幡
多
け
ん
み
ん
病
院 

小
児
科
部
長
）

　
　

「
小
児
救
急
」

参
加
料
　

無
料

託
　

児
　

お
子
様
を
お
預
か
り
す
る
部
屋
を
用
意
し
て

　
　
　
　

い
ま
す
。

催
　

し

問

シネマ四万十の会 『春との旅』上映会　仲代達矢氏来演

催
　

し

四万十川国際音楽祭2011

問
四万十川国際音楽祭実行委員会

（市立中央公民館内）☎（34）7311

幡多けんみん病院（経営企画課）

☎ 0880（66）2222（代表）

　

シ
ネ
マ
四
万
十
の
会
主
催
に
よ
る『
春
と
の
旅
』上
映
会

を
左
記
の
日
程
で
開
催
し
ま
す
。
本
作
品
の
ロ
ケ
地
は
東

日
本
大
震
災
の
発
生
以
前
の
仙
台
市
、
気
仙
沼
市
等
で
あ

り
、
こ
の
上
映
会
は
震
災
支
援
の
映
画
会
と
し
て
行
い
ま

す
。

　

ア
カ
デ
ミ
ー
賞
な
ど
多
数
の
世
界
的
な
賞
を
獲
得
さ
れ

て
い
る
名
優
、仲
代
達
矢
さ
ん
も
出
演
さ
れ
ま
す
。

　

皆
さ
ん
お
誘
い
あ
わ
せ
の
う
え
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ

い
。

日
　

時
　

9
月
4
日（
日
）

場
　

所
　

市
立
文
化
セ
ン
タ
ー

開
演
時
間（
開
場
30
分
前
）

　

・
1
回
目
上
映
　
　

9
時
〜
11
時
15
分

　
　
　
　

 

ト
ー
ク
　

11
時
25
分
〜
12
時
5
分

　

・
2
回
目
ト
ー
ク
　

13
時
30
分
〜
14
時
10
分

　
　
　
　

  

上
映
　

   

14
時
20
分
〜
16
時
35
分

　

・
3
回
目
上
映
　

   

18
時
〜
20
時
15
分

前
売
券

　

・
1
、2
回
目

：

大
人
1
5
0
0
円
、小
人
1
0
0
0
円

　

・
3
回
目（
ト
ー
ク
な
し
）

：

大
人
、小
人
と
も
に
5
0
0
円

当
日
券

　

・
1
、2
回
目：

大
人
、小
人
と
も
に
2
0
0
0
円

　

※
未
就
学
者
の
入
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

チ
ケ
ッ
ト
販
売
所

　

土
佐
く
ろ
し
お
鉄
道
中
村
駅
売
店
、市
立
文
化
セ

　

ン
タ
ー
、よ
り
道
、喫
茶
木
瓜
、居
食
屋
ペ
ン
ギ
ン

　

村
、
エ
マ
、
太
田
寝
具
店
、
美
粧
堂
、
ヤ
ラ
カ
ス
ヤ
、

　

新
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
四
万
十
、
K
H
K
、
葉
音
り

　

と
み
っ
く
教
室
、
フ
ォ
ル
ス
パ
ソ
コ
ン
教
室
、
土

　

佐
く
ろ
し
お
鉄
道
宿
毛
駅
、浦
田
菓
子
舗

駐
車
場
　

中
村
小
学
校
、
市
立
文
化
セ
ン
タ
ー
、
市

　
　
　
　

 

役
所
駐
車
場

　

※
で
き
る
だ
け
鉄
道
な
ど
の
公
共
交
通
機
関
を

　
　

 

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

教
室
・
講
座

問

　

気
軽
に
楽
し
め
る
卓
球
の
基
礎
・
練
習
方
法
か
ら
指
導
す
る

教
室
で
す
。ラ
ケ
ッ
ト
の
無
い
人
も
歓
迎
し
ま
す
。

期
　

間
　

平
成
23
年
9
月
13
日（
火
）〜
平
成
24
年
３
月
27
日（
火
）

　
　
　
　

毎
週
火
曜
日
／
19
時
〜
21
時

対
　

象
　

小
学
生
か
ら
大
人

場
　

所
　

安
並
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
・
卓
球
場

会
　

費
　

１
０
０
０
円
／
月

使
用
料
　

大
人
１
５
０
円
／
回
・
高
校
生
70
円
／
回
・

　
　
　
　

小
中
学
生
50
円
／
回

保
険
料
　

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
料

　
　
　
　

大
人
1
6
0
0
円
、小
人
6
0
0
円

※
保
険
期
間 

加
入
日
〜
平
成
24
年
３
月
31
日

定
　

員
　

10
人

受
付
期
間
　

8
月
19
日（
金
）か
ら
随
時

申
込
方
法
　

電
話
で
受
付
し
ま
す
。

講
　

師
　

中
山
典
夫（
幡
多
卓
球
協
会
会
長
）

※
運
動
の
出
来
る
軽
装
・
室
内
シ
ュ
ー
ズ
を
ご
用
意

　

く
だ
さ
い
。

初心者卓球教室

（財）四万十市体育協会(安並スポーツセンター内)

☎（34）2071
申

【松岡】

【 森 】

シネマ四万十の会

（9時～19時）

☎090-6283-1589

☎080-5664-6806

平
成
23
年
８
月
号
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教
室
・
講
座

問

婚活サポーター養成講座 　

県
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
独
身
者
の
婚
活

を
応
援
す
る「
婚
活
サ
ポ
ー
タ
ー
」の
養
成
講
座

を
開
催
し
ま
す
。

　

県
内
の
成
人
男
女
で
養
成
講
座
を
受
講
し
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
活
動
す
る
こ
と
や
H
P
な
ど

で
氏
名
や
連
絡
先
を
公
表
す
る
こ
と
に
同
意
い

た
だ
け
る
人
を「
婚
活
サ
ポ
ー
タ
ー
」と
し
て
登

録
し
ま
す
。

　

現
在
県
内
で
53
人
の
サ
ポ
ー
タ
ー
が
活
動
中
。

あ
な
た
も
養
成
講
座
を
受
講
し
て
み
ま
せ
ん

か
？

日
　

時
　

8
月
22
日（
月
） 

13
時
30
分
〜
16
時
30
分

場
　

所
　

市
立
中
央
公
民
館

入
場
料
　

無
料

申
込
方
法
　

ハ
ガ
キ
、
電
話
、
F
A
X
、
メ
ー
ル

　
　
　
　
　

で
住
所
、氏
名（
ふ
り
が
な
）、年
齢
、

　
　
　
　
　

職
業
を
明
記
の
う
え
、下
記
ま
で

催
　

し

問

四国アイランドリーグplus公式戦

四万十市観光振興連絡会議事務局：（市）観光課　☎（34）1783

　

四
国
ア
イ
ラ
ン
ド
リ
ー
グ
p
l
u
s
、高
知
フ
ァ

イ
テ
ィ
ン
グ
ド
ッ
グ
ス
が
、四
万
十
ス
タ
ジ
ア
ム
に

や
っ
て
き
ま
す
。
野
球
好
き
の
み
な
さ
ん
、
夢
を
追

い
か
け
る
若
者
の
熱
い
プ
レ
ー
を
見
に
ぜ
ひ
ス
タ

ジ
ア
ム
ま
で
足
を
運
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

■
高
知
フ
ァ
イ
テ
ィ
ン
グ
ド
ッ
グ
ス

　
　

v
s 

愛
媛
マ
ン
ダ
リ
ン
パ
イ
レ
ー
ツ

　

日
時
　

8
月
6
日（
土
）

　
　
　
　

11
時：

開
場
　

13
時：
試
合
開
始

■
高
知
フ
ァ
イ
テ
ィ
ン
グ
ド
ッ
グ
ス

　
　

v
s 

徳
島
イ
ン
デ
ィ
ゴ
ソ
ッ
ク
ス

　

日
時
　

8
月
14
日（
日
）

　
　
　
　

11
時：

開
場
　

13
時：

試
合
開
始

■
高
知
フ
ァ
イ
テ
ィ
ン
グ
ド
ッ
グ
ス

　
　

v
s 

ソ
フ
ト
バ
ン
ク
ホ
ー
ク
ス

　

日
時
　

9
月
10
日（
土
）

　
　
　
　

11
時：

開
場
　

13
時：

試
合
開
始

会
　

場
　

四
万
十
ス
タ
ジ
ア
ム

入
場
料
　

大
人（
高
校
生
以
上
）当
日
1
0
0
0
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

【
前
売
8
0
0
円
】

　
　
　
　

小
人（
中
学
生
以
下
）当
日
　

5
0
0
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

【
前
売
4
0
0
円
】

　

高
知
県
下
の
小
学
生
は
無
料
で
、試
合
が
観
戦
で

き
る
ド
リ
ー
ム
パ
ス
ポ
ー
ト
を
球
場
で
も
ら
え
ま

す
。就
学
前
の
お
子
さ
ま
は
無
料
。

※
前
売
チ
ケ
ッ
ト
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
は

高
知
フ
ァ
イ
テ
ィ
ン
グ
ド
ッ
グ
ス
球
団
事
務
所

☎
０
８
８（
８
７
８
）０
７
７
５

（
平
日
10
時
〜
18
時
、土
曜
10
時
〜
15
時
）

当
日
チ
ケ
ッ
ト
は
ス
タ
ジ
ア
ム
で
も
購
入
で
き
ま

す
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、予
告
な
く
変
更
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

（県）地域福祉部少子対策課
〒780-8570 高知市丸ノ内1-2-20
☎ 088（823）9717　FAX 088（823）9658
E-Mail：060501@ken.pref.kochi.lg.jp

申

教
室
・
講
座

問 申

働く婦人の家講座「パッチワーク」

働く婦人の家　☎（34）6299

期
　

間
　

9
月
15
日
〜
10
月
20
日

　
　
　
　

毎
週
木
曜
日（
全
６
回
）
 

時
　

間
　

19
時
〜
21
時
 

定
　

員
　

12
人

場
　

所
　

働
く
婦
人
の
家
２
階 

図
書
室
 

受
講
料
　

無
料

用
意
す
る
も
の
　

裁
縫
道
具
 

備
　

考
　

作
品：

バ
ッ
ク

　
　
　
　

材
料
費（
4
0
0
0
円
程
度
）

対
　

象
　

市
内
に
居
住
ま
た
は
勤
務
し
て
い
る
女
性

講
　

師
　

柿
内
由
美
子

申
込
方
法
　
　

　

9
月
2
日（
金
）か
ら
本
人
に
限
り
窓
口
・
電
話
で

　

受
付

　

9
時
〜
17
時
15
分（
12
時
〜
13
時
、土
・
日
を
除
く
）

　

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

講
師
の
都
合
に
よ
り
日
程
が
変
更
に
な
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

平成23年度 各種自衛官採用試験
受付期間 １次試験期日 受験資格等 試験会場

自衛官候補生
(男･女)

（任期制自衛官）

四万十市内

四万十市内

高知市内

高知市内

高知駐屯地

24年4月1日現在
18歳以上27歳未満
(学歴制限なし)

※任期満了時に特例退職
手当があります。

男子：受付中

女子：8月1日～ 9月9日

9月5日～9月30日

8月1日～9月9日

一般曹候補生
（非任期制自衛官）

航空学生
(パイロット養成)

看護学生
(看護師養成)

※防衛大学校の推薦試験の受付は9月5日～8日です。定型の申込用紙(学校長の推薦書等)がありますので事前にご連絡ください。　　
問 自衛隊四万十地域事務所　☎（35）3096

男 子（学科試験）
9月17日(土)

男女共通
9月17日(土)

24年4月1日現在
18歳以上27歳未満(学歴制限なし)

高卒(見込含)
24年4月1日現在　21歳未満

高卒(見込含)
24年4月1日現在　24歳未満

男女共通
9月23日(金)

男女共通
10月22日(土)

男 子
（身体検査・口述試験）

9月24日(土)
10月1日(土)
10月2日(日)

上記3日間の内1日指定
女 子　9月25日(日)

募集種目

■内閣総理大臣名の書状を贈呈します
　先の大戦において、外地(事変地または戦地の区域)などに派遣され、戦時衛生勤務に従事された旧日本赤十字社救護看護
婦および旧陸海軍従軍看護婦の人(慰労給付金受給者は除く)に対して、その御労苦に報いるため内閣総理大臣名の書状を
贈呈しています。
請求期限　平成25年3月31日まで

問　〒100-8926　東京都千代田区霞ヶ関2-1-2　総務省大臣官房総務課管理室　業務担当　☎03-5253-5182(直通)



市民のひろば

報　告報　告

活動報告活動報告

　

7
月
3
日（
日
）、春
野
陸
上
競

技
場
に
お
い
て
、第
27
回 

全
国
小

学
生
陸
上
競
技
交
流
大
会（
日
清

食
品
カ
ッ
プ
）県
選
考
会
が
開
催

さ
れ
、中
村
ジ
ュ
ニ
ア
ア
ス
リ
ー

ト
ク
ラ
ブ（
中
村
J
A
C
）に
所

属
す
る
小
学
生
が
参
加
し
、以
下

の
成
績
を
治
め
ま
し
た
。

【
女
子
3
・
4
年
生 

1
0
0
m
】 

1
位
　

村
上
朋
華（
中
村
小
）

【
女
子
1
〜
4
年
生
　
　
　

         

1
0
0
m
×
4
リ
レ
ー
】

1
位

　

（
写
真
右
よ
り
）福
田
サ
ラ（
大

　

用
小
）、溝
渕
紬（
東
山
小
）、宮

　

地
陽
菜（
南
小
）、村
上
朋
華

　

私
た
ち
は
、昨
年
度
よ
り
、書
道
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
を
は
じ
め
、現
在
26
名
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
の
夏
、四
万
十
市
民
祭
で
一
條
太
鼓
さ
ん

に
お
声
を
か
け
て
い
た
だ
き
共
演
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
の
を
き
っ
か
け
に
、少
し
ず
つ
地
域
で
の

活
動
の
幅
を
ひ
ろ
げ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
さ
ら
に
活
動
の
場
を
広
げ
、私
た

ち
の
学
生
パ
ワ
ー
で
、こ
の
ま
ち
を
も
っ
と
も
っ

と
元
気
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も「
熱
い
思
い
」「
さ
さ
や
か
な
幸

せ
」「
元
気
」「
笑
顔
」な
ど
…
さ
ま
ざ
ま
な
テ
ー
マ

に
つ
い
て
考
え
、「
書
」を
通
し
て
伝
え
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

投稿者：豊永 昌人（安並）

投稿者：顧問 小野美和　部長 上岡平貴

県
立
中
村
中
学
高
等
学
校

書
道
部
で
す

中
村
J
A
C

陸
上
大
会
結
果
報
告

中
村
J
A
C

陸
上
大
会
結
果
報
告

　

「
四
万
十
う
ま
い
ち
や
フ
ェ
ス
タ
」は
、四
万

十
の
食
を
通
じ
た
地
域
お
こ
し
を
目
的
と
し

て
開
催
す
る
も
の
で
、昨
年
10
月
に
ア
ピ
ア
さ

つ
き
で
開
催
し
た「
な
か
む
ら
名
物
Ｂ
級
グ
ル

メ
大
会
（
前
大
会
）
」
を
発
展
さ
せ
て
、
開
催
す

る
も
の
で
す
。

　

前
大
会
は
、飲
食
店
の
み
の
出
展
で
し
た
が
、

今
回
は
一
般
の
方
か
ら
も
ご
参
加
い
た
だ
き

出
展
者
の
幅
を
広
げ
、
地
域
の
伝
統
料
理
や
定

番
メ
ニ
ュ
ー
の
掘
起
し
、
ま
た
独
自
の
ア
イ
デ

ア
に
よ
る
新
し
い
メ
ニ
ュ
ー
の
開
発
等
に
つ

な
げ
、
市
民
を
は
じ
め
観
光
客
へ
の
定
着
・
浸

透
に
よ
る
地
域
経
済
の
活
性
化
を
め
ざ
し
て

い
ま
す
。

　

左
記
に
該
当
す
る
メ
ニ
ュ
ー
を
提
供
で
き

る
方
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

〔
出
展
要
領
〕

●
開
催
日
　

10
月
22
日（
土
）

●
開
催
場
所
　

中
村
天
神
橋
ア
ー
ケ
ー
ド
内

●
募
集
す
る
出
展
者
数
　

５
店
舗
程
度

●
出
展
で
き
る
メ
ニ
ュ
ー（
１
品
に
限
り
ま
す
）

●
原
材
料
は
、
で
き
る
か
ぎ
り
地
域
の
食
材
を
使
用
し
て
い
る

こ
と

●
地
元
で
は
当
た
り
前
に
作
ら
れ
て
い
る
が
、
市
全
体
に
は
広

ま
っ
て
い
な
い
も
の

●
独
創
的
な
ア
イ
デ
ア
で
新
し
く
考
案
し
た
も
の

●
参
加
料
　

原
材
料（
人
数
分
の
み
）と
出
展
料
は
無
料
で
す
。

●
申
込
期
限
　

８
月
26
日
（
金
）ま
で

●
申
込
方
法
　

（
市
）
商
工
課
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
申
込
用
紙
を

お
渡
し
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
　

（
市
）商
工
課 

0（
３
４
）１
１
２
６（
直
通
）

『
四
万
十

う
ま
い
ち
や
フ
ェ
ス
タ

』

出
展
者
募
集
！

食
の
地
域
お
こ
し
に
つ
な
が
る
メ
ニ
ュ
ー
を

提
案
し
て
み
ま
せ
ん
か

こりゃ
 

美味い
！

前回出展メニュー（うなぎのごぼうまき、生節ぶしゅかん丼）

平
成
23
年
８
月
号

30



平
成
23
年
８
月
号

31

み な さ ん の 声 を
聴 か せ て く だ さ い

　｢開かれた市政」を推進するために、
市民の皆さん一人ひとりが持ってい
る市政に対する意見、提言や要望、苦
情などをお聴かせください。　

広聴ファックス

広聴メール

０１２０－４５９７８７
フリーダイヤル し こ く ななはちなな

四万十市公式ホームページ
上に設けています

h t tp : //www.c i ty . s h imanto . l g . j p /

★
人
権
さ
ま
ざ
ま
★

人
が
人
ら
し
く

人
が
人
ら
し
く76

　

３
月
28
日
版
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・

タ
イ
ム
ズ
に
、い
ま
、繁
栄
に
酔
っ
て

い
る
中
国
か
ら
、
ア
メ
リ
カ
へ
向
か

う「
妊
婦
旅
行
団
」と
い
う
ニ
ュ
ー
ス

が
報
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
の
都
市
サ
ン
ガ

ブ
リ
エ
ル
の
路
地
の
一
郭
に
、
妊
娠

し
た
女
性
が
大
勢
出
入
り
し
て
い
る

と
、住
民
か
ら
の
通
報
が
あ
っ
た
。市

役
所
の
係
と
警
官
で
調
査
す
る
と
、

そ
の
建
物
に
は
綺
麗
な
ベ
ビ
ー
ベ
ッ

ド
が
並
べ
ら
れ
、
数
人
の
赤
ち
ゃ
ん

に
ナ
ー
ス
が
目
を
配
っ
て
い
た
。
こ

の
館
は
、
妊
婦
旅
行
団
の
ホ
ー
ム

だ
っ
た
、と
い
う
の
で
す
。

　

女
性
た
ち
は
中
国
か
ら
、
数
万
ド

ル
を
支
払
っ
て
、
子
ど
も
を
産
み
に

や
っ
て
来
る
。
合
衆
国
で
生
ま
れ
た

子
は
、
自
動
的
に
ア
メ
リ
カ
国
籍
が

与
え
ら
れ
る
こ
と
を
目
当
て
に
し
て

の
よ
う
で
す
。
女
性
た
ち
は
い
か
に

も
金
持
ち
ら
し
く
、
部
屋
も
豪
華
で
、

壁
に
生
ま
れ
て
数
日
の
「
ア
メ
リ
カ

の
赤
ち
ゃ
ん
」
を
抱
い
た
幸
せ
な
母

さ
ん
の
顔
が
い
く
つ
も
飾
ら
れ
て
い

る
そ
う
で
す
。

　

ア
メ
リ
カ
国
内
で
は
、「
合
衆
国
で

生
ま
れ
た
子
に
自
動
的
に
市
民
権
を

与
え
る
と
い
う
憲
法
の
条
項
を
廃
棄

せ
よ
」
と
い
う
政
治
家
の
発
言
が
あ

り
、
そ
の
焦
点
は
、
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ

カ
の
貧
し
い
国
々
か
ら
の
不
法
移
民

の
問
題
が
背
景
に
あ
る
の
で
す
。
と

こ
ろ
が
、「
妊
婦
旅
行
団
」の
中
国
女

性
た
ち
は
裕
福
で
、
法
的
に
は
「
旅

行
ビ
ザ｣

を
持
ち
、
な
ん
ら
や
ま
し

い
と
こ
ろ
が
な
い
と
係
員
は
言
っ

て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
多
く
は
、

ア
メ
リ
カ
の
ベ
ビ
ー
を
連
れ
て
中

国
に
帰
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
と
い

う
の
で
す
。
そ
れ
に
し
て
も
、
裕
福

な
中
国
女
性
た
ち
が
、わ
が
子
に
ア

メ
リ
カ
市
民
権
を
何
故
持
た
せ
た

が
る
の
か
と
い
う
と
専
門
家
は
、
一

種
の
保
険
投
資
と
み
て
い
ま
す
。
　

子
ど
も
が
二
十
一
歳
に
な
れ
ば
、
親

た
ち
も
、ア
メ
リ
カ
の
市
民
権
が
申

請
で
き
る
か
ら
だ
と
い
い
ま
す
。

　

中
国
は
そ
ん
な
に
住
み
に
く
い

の
で
し
ょ
う
か
。
い
や
、
ア
メ
リ
カ

は
そ
ん
な
に
も
住
み
た
い
国
な
の

で
し
ょ
う
か
。

　

日
本
で
は
「
愛
国
心
」
の
議
論
が

あ
り
ま
す
。こ
の
中
国
女
性
た
ち
の

愛
国
心
と
は
ど
ん
な
も
の
な
の
で

し
ょ
う
か
。
私
は
、
特
別
な
愛
国
心

の
持
ち
主
と
は
思
え
ま
せ
ん
が
、
な

ん
だ
か
ん
だ
言
っ
て
も
、日
本
が
一

番
住
み
た
い
国
だ
と
思
っ
て
い
る

程
度
の
愛
国
心
は
あ
る
の
で
す
が

…
…

。

　

＊
石
原
武（
詩
人
）論
文
を
参
考
。
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「
お
誕
生
お
め
で
と
う
」、「
ご
冥
福
を

お
祈
り
し
ま
す
」の
コ
ー
ナ
ー
へ
の
掲

載
に
つ
い
て
は
、
ご
家
族
の
希
望
を
聞

い
て
掲
載
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

掲
載
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、

　

（
本
庁
）市
民
課

（
３
４
）１
１
１
３

　
　
　

ま
で
必
ず
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
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名

き

れ

い

か
く

ご
寄
付
の
お
礼

中
村
提
灯
台
保
存
会
に
対
し
、

（
有
）ゴ
ク
ロ
ー
サ
ン
様
よ
り
提

灯
台
振
興
の
た
め
15
万
円
の
ご

寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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㈲大同設備

㈲石井建設

㈲山下建設

豚座建設㈱

㈲平野水道

㈱四電工中村営業所

溝渕設備

森下住宅器機

土居水道工事店

中村水道工事センター

㈱中村住設

㈲大杉設備工業
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37人
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21
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土
曜
夜
市
の
取
材
―
歩
き
回
っ
て
写

真
を
撮
り
な
が
ら
、
そ
う
い
え
ば
こ
ん

な
光
景
は
久
し
く
見
て
な
い
な
と
気
づ

き
ま
し
た
。

　

小
さ
い
頃
は
、毎
年
、よ
く
父
に
連
れ

ら
れ
て
地
元
の
商
店
街
の
開
催
す
る
土

曜
夜
市
に
出
か
け
た
も
の
で
し
た
。
夏

の
限
ら
れ
た
期
間
、
し
か
も
夜
に
行
わ

れ
る
と
い
う
非
日
常
性
に
、
幼
心
に
ワ

ク
ワ
ク
し
て
い
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま

す
。

　

気
が
付
け
ば
自
分
も
、
父
が
結
婚
し

た
年
齢
に
近
づ
き
つ
つ
あ
り
ま
す
。
い

つ
か
あ
の
頃
の
よ
う
に
、
子
ど
も
を
連

れ
て
夜
市
に
行
く
と
き
が
く
る
の
か
な

と
思
っ
た
り
す
る
今
日
こ
の
頃
で
す
。

（
誉
也
）

今月の統計調査

当 直 医

日直指定水道業者

8月
調　査　名 調　査　該　当　地　区

右山元町、右山天神町、不破、緑ケ丘団地家計調査

家計消費状況調査

労働力調査

毎月勤労統計（特別）

個人企業経済調査

不明
※国主管の調査のため該当地区の詳細は不明です

具同田黒３丁目

中村東町、中村於東町、中村新町、
中村一条通、中村大橋通

中村大橋通、中村右山、中村羽生小路、不破、
角崎、小西ノ川、大用、住次郎、片魚、大屋敷、常六

（県）総務部 統計課　　088（823）9344(34)1711
(52)1111

平成23年度
第30回

■会場
　●第1講座　　　　　　：西土佐ふれあいホール
　●特別講座、第2～5講座：市立中央公民館 2階大ホール

■開場：18時30分　　■講演：19時～20時30分

■問い合わせ先　（市）教育委員会 生涯学習課 ☎（34）7311

◎連続（回数）受講券（5講座）

　　一般……………………………1,500円　　
　　60歳以上の方・高校生

　　障害者手帳をお持ちの人　　
1,000円

◎特別受講券（1講座のみ）……　 500円
◎特別講座（8/10）は無料です。

●託児サービス…3歳児～小学3年生まで
　（事前予約要：1週間前まで）

●送迎バス…西土佐⇔中村間（事前予約要：1週間前まで）

●手話または要約筆記があります（回により異なります）

｝…

第１講座

8月5日（金)

（水)

生涯学習ゆめ・みらい研究所所長

先生

先生

工藤　日出夫 都 司 嘉 宣

生きる力をはぐくむ生涯学習

く　どう

かま　  た さとし

ひ　 で　 お

8月24日 （月)8月29日
ルポルタージュ作家

鎌 田 　 慧 　 　

幸徳秋水と坂本清馬

先生

れいぜい き　 み　  こ

冷泉家時雨亭文庫常務理事

冷泉　貴実子　　

8月17日（水)8月10日（水)
　東京大学地震研究所准教授

文化庁記念物課文化財調査官

先生
井 上 典 子先生

東日本震災は、他人事とちゃうぞ！文化的景観
　－魅力ある風景を未来へ－

つ　　  じ よし　  のぶ
いの　 うえ のり　     こ

京の文化と歌のこころ

（金)9月9日
先生

やま　    だ かず　    や

ドキュメンタリー映画監督

山 田 和 也

世界の秘境を旅して

平
成
23
年
８
月
号

32


